
　

大
学
教
育
に
は
、
大
別
す
る
と
正
課
教
育
と
正
課
外
教
育
が
あ
り
、
正
課
外
教
育
と
は
学
生
が
自

主
的
に
行
う
課
外
活
動
、
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
い
う
。

　

１
９
５
８
年
の
「
大
学
に
お
け
る
学
生
の
厚
生
補
導
に
関
す
る
組
織
お
よ
び
そ
の
運
営
の
改
善
に

つ
い
て
な
ら
び
に
学
生
の
健
康
管
理
の
改
善
に
つ
い
て
（
答
申
）」（
学
徒
厚
生
審
議
会
）
の
ほ
か
、

２
０
０
０
年
の
「
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
（
報
告
）

―
学
生
の
立
場
に

立
っ
た
大
学
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

―
」（
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

会
）
に
お
い
て
、「
正
課
教
育
や
正
課
外
教
育
の
中
で
、
学
生
が
社
会
と
の
接
点
を
持
つ
機
会
を
多
く

与
え
た
り
、
ま
た
、
学
生
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
各
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
や
教

育
目
標
を
踏
ま
え
、
個
性
化
や
多
様
化
を
進
め
る
中
で
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
」
と
さ
れ
、
正
課
教
育
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
正
課
外
教
育
の
意
義
が
大
き

く
捉
え
直
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
８
年
の
「
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向
け
て
（
答
申
）」（
中

央
教
育
審
議
会
）
に
お
い
て
も
「
学
士
課
程
教
育
を
通
じ
て
到
達
す
べ
き
学
習
成
果
は
、
…
…
、
課

特 集

特
徴
あ
る
正
課
外
教
育
で

学
生
を
教
育
す
る
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外
活
動
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活

動
の
中
で
、
修
業
年
限
全
体
を
通
じ

て
培
う
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
正

課
外
教
育
の
重
要
性
が
う
た
わ
れ
て

い
る
。

　

上
記
は
い
ず
れ
も
政
府
の
審
議
会

に
お
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
諸

提
言
で
あ
る
が
、
大
学
、
特
に
私
立

大
学
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
学

生
に
よ
る
〝
学
び
〟
の
主
体
性
を
重

視
し
た
教
育
活
動
が
、
そ
う
し
た
諸

提
言
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
建
学

の
理
念
の
基
に
自
主
的
に
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
特
色
あ

る
正
課
外
教
育
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
事
例
の
紹
介
を
通
じ
て
、
教

育
関
係
者
に
は
今
後
の
正
課
外
教
育

を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
広
く
社
会

に
対
し
て
は
正
課
教
育
だ
け
で
は
な

い
大
学
教
育
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

正
課
外
教
育
に
お
け
る
学
生
の
学
び
と
成
長

河
井 

亨

●
立
命
館
大
学
教
育
開
発
推
進
機
構
講
師

正
課
教
育
、
準
正
課
教
育
、
正
課
外
活
動

―
「
愛
大
学
生
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
育
成
の
た
め
に
―

村
田 

晋
也

●
愛
媛
大
学
教
育・

学
生
支
援
機
構
教
育
企
画
室
、
講
師

小
林 

直
人

●
愛
媛
大
学
学
長
特
別
補
佐
、
教
育
企
画
室
長
、
教
授

正
課
×
正
課
外
の
連
携
に
よ
る
総
合
力
の
育
成

―
金
沢
工
業
大
学
の
学
修
ス
タ
イ
ル
―

大
澤 

敏

●
金
沢
工
業
大
学
教
務
部
長
、
教
授

正
課
外
教
育
の
も
つ
教
育
力

逸
見 

敏
郎

●
立
教
大
学
文
学
部
教
授

哲
学
す
る
チ
カ
ラ
を
基
盤
と
し
た 

グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
東
洋
大
学
の
取
り
組
み

柳
川 

悦
子

●�
東
洋
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー�

副
セ
ン
タ
ー
長
、
広
報
担
当
部
長

Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
講
座
を
受
講
し
て
、Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
な
ろ
う
！

田
中 
愛
治

●
早
稲
田
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

菊
池 

彰
徳

●
早
稲
田
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
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１　
は
じ
め
に

　

大
学
生
は
、
大
学
で
学
び
成
長
し
て
い
る
。
近
年
の
大
学
教
育

改
革
は
、
授
業
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
っ
た
正
課
の
教
育
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
か
ら
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ
と
関
心

が
広
が
る
中
で
、
正
課
教
育
だ
け
で
な
く
正
課
外
教
育
の
意
義
や

可
能
性
へ
と
視
野
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
正
課
の
教
育
改
革
に

お
い
て
、
学
生
の
主
体
性
を
重
視
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

型
授
業
が
注
目
さ
れ
る
の
と
並
行
し
て
、
学
生
の
主
体
性
が
発
揮

さ
れ
る
正
課
外
教
育
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う

正
課
外
教
育
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
趣
味
の
よ
う
な
大
学
の
関
与
が

無
い
教
育
で
は
な
く
、
大
学
の
関
与
が
あ
る
教
育
実
践
を
指
す
。

本
稿
で
は
、
正
課
外
の
学
生
の
学
び
と
成
長
に
つ
い
て
、
全
体
像

を
示
し
て
い
く
。
使
用
す
る
デ
ー
タ
は
、「
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
意

識
調
査
」
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。「
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
調

査
」
は
、
大
学
生
の
学
び
と
成
長
の
実
態
把
握
を
目
的
に
、
京
都

大
学・

電
通
育
英
会
に
よ
っ
て
２
０
０
７
年
、
２
０
１
０
年
、
２

０
１
３
年
と
実
施
さ
れ
て
き
た
調
査
で
あ
る
。

２�　
実
態
デ
ー
タ
に
基
づ
く
正
課
外
の
学
生
の�

学
び
と
成
長

⑴
　
学
生
は
ど
の
よ
う
に
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う
か

　

一
昔
前
、
大
学
は
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
、
学
生
生
活
は

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
や
遊
び
が
中
心
と
よ
く
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
今
日
で
は
、
学
生
が
真
面
目
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
実
際
、
今
日
の
大
学
生
は

ど
の
よ
う
な
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
学
期
中
、

特
集

特
徴
あ
る
正
課
外
教
育
で
学
生
を
教
育
す
る

正
課
外
教
育
に
お
け
る
学
生
の
学
び
と
成
長

河
井 

亨
●
立
命
館
大
学
教
育
開
発
推
進
機
構
講
師
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学
生
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
平
均
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

を
費
や
し
て
い
る
か
を
尋
ね
た
実
際
の
デ
ー
タ
を
見
て
み
よ
う
（
図

１
）。
こ
こ
か
ら
、
ま
ず
学
生
が
授
業
に
出
て
い
る
時
間
は
、
１
年

生
は
20
時
間
近
く
、
３
年
生
は
15
時
間
以
上
と
、
と
て
も
長
い
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
授
業
外
学
習
時
間
は
、
１
年
生
３
年
生
共

に
７
時
間
程
度
で
あ
り
、
十
分
に
長
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
授
業
の
時
間
が
長
く
、
授
業
外
学
習
の
時
間
が
短
い
と
い

う
結
果
は
、
他
の
調
査
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
金
子 ２０１３

、
山

田
編 ２００９

）。

　

正
課
外
活
動
で
友
達
と
過
ご
す
時
間
は
、
会
っ
た
り
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
た
り
す
る
時
間
が
10
時
間
程
度
、
メ
ー
ル
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
時
間
が
10
時
間
程
度
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
大
学
生
が
、
授
業
を
放
り
出
し
て
大
い
に
遊

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
（
た
だ
し
、
授
業
外

学
習
時
間
が
短
い
こ
と
を
み
て
も
、
大
い
に
学
業
に
励
ん
で
い
る

と
も
言
い
難
い
）。
む
し
ろ
、
正
課
外
活
動
に
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
費

や
し
て
い
な
い
印
象
を
受
け
る
。
た
だ
し
、
こ
の
実
態
デ
ー
タ
が

示
し
て
い
る
の
は
学
期
中
の
平
均
的
な
１
週
間
で
あ
り
、
長
期
休

暇
期
間
中
の
過
ご
し
方
は
ま
た
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

学
生
の
成
長
に
正
課
外
教
育
や
正
課
外
活
動
が
与
え
る
イ
ン
パ
ク

ト
を
理
解
す
る
た
め
に
、
続
い
て
大
学
生
の
成
長
に
目
を
向
け
て

み
よ
う
。

⑵�
　
学
生
は
正
課・

正
課
外
で
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
る
だ
ろ

う
か

　

図
２
は
、
大
学
生
の
成
長
に
関
し
て
、
学
生
生
活
で
各
項
目
が

図１　大学生活の過ごし方

 0 5 10 15 20 25

授業や実験に参加する 大学１年生
大学３年生

授業に関する勉強をする

授業とは関係の無い
勉強を自主的にする

友達と会う・遊ぶ

＊17項目から
　6項目を選んで
　結果を可視化
　している。

クラブ・サークル
活動をする

電話、LINE、メール交換、
SNSをする

特集 特徴ある正課外教育で学生を教育する
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ど
の
程
度
身
に
付
い
た
か
を
正
課・

正
課
外
に
分
け
て
尋
ね
た
結

果
で
あ
る
。
図
中
の
割
合
は
、「
か
な
り
身
に
付
い
た
」「
ま
あ
ま

あ
身
に
付
い
た
」
と
回
答
し
た
割
合
の
合
計
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
学
生
の
成
長
と
し
て
、
正
課
に
よ
っ
て
成
長
し
て
い
る

力
と
正
課
外
で
成
長
し
て
い
る
力
が
あ
る
。「
専
門
分
野
に
お
い
て

研
究
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
学
力
と
技
術
（
学
術
基
礎
）」
と
「
将

来
の
職
業
に
専
門
的
知
識
を
生
か
す
応
用
力
（
学
術
応
用
）」
は
、

正
課
に
よ
っ
て
成
長
し
て
い
る
。
他
方
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と

「
協
調
性
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
は
、
正
課
外
で
成
長
し
て
い

る
。
正
課
に
よ
る
成
長
と
正
課
外
で
の
成
長
の
違
い
は
、
他
の
調

査
研
究
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
山
田・

森 ２０１０

）。

　

正
課
で
成
長
し
て
い
る
学
術
基
礎
と
学
術
応
用
に
つ
い
て
、
結

果
を
見
て
み
よ
う
。
学
術
基
礎
は
８
割
が
成
長
を
実
感
し
て
い
る

の
に
対
し
、
学
術
応
用
は
６
割
程
度
し
か
成
長
を
実
感
し
て
い
な

い
。
し
か
も
、
学
年
が
上
の
３
年
生
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

成
長
を
実
感
し
て
い
る
割
合
は
大
き
く
向
上
す
る
わ
け
で
も
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
学
年
で
の
ゼ
ミ
や
研
究
室
、
そ
し
て
卒

業
論
文
や
卒
業
研
究
で
ど
れ
だ
け
成
長
で
き
る
か
が
学
生
に
と
っ

て
の
挑
戦
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
正
課
外
で
の
成
長
を
実
感
し

て
い
る
項
目
を
見
て
み
よ
う
。
正
課
よ
り
も
、
正
課
外
で
リ
ー
ダ
ー

図２　正課・正課外での学生の成長
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44.1%

63.0%
40.2%

64.6%
45.5%

31.9%
45.1%

35.1%
48.9%

63.7%
71.7%

65.1%
71.3%

52.1%
64.3%

52.6%
62.9%

0 20 40 60 80 100（%）
正　課
正課外
正　課
正課外

専門分野で研究
するための基礎
的学力と技術

将来の職業に
専門的知識を
生かす応用力

リーダーシップ
能力

他人との協調性

チャレンジ精神
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正課外
正　課
正課外
正　課
正課外
正　課
正課外
正　課
正課外
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正　課
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正　課
正課外

１
年

３
年

１
年

３
年

１
年

３
年

１
年

３
年

１
年

３
年

＊23項目から
　５項目を選ん
　で結果を可視
　化している。
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図３　将来の見通しの有無と学生の成長

0 20 40 60 80 100（%）

正　課

将来の職業に
専門的知識を
生かす応用力

リーダーシップ
能力

他人との協調性

チャレンジ精神

見通しなし
見通しあり
見通しなし
見通しあり専門分野で研究

するための基礎
的学力と技術

１
年

３
年

正課外

見通しなし
見通しあり
見通しなし
見通しあり

１
年

３
年

正　課

見通しなし
見通しあり
見通しなし
見通しあり

１
年

３
年

正課外

見通しなし
見通しあり
見通しなし
見通しあり

１
年

３
年

正　課

見通しなし
見通しあり
見通しなし
見通しあり

１
年

３
年

正課外

見通しなし
見通しあり
見通しなし
見通しあり

１
年

３
年

正　課

見通しなし
見通しあり
見通しなし
見通しあり

１
年

３
年

正課外

見通しなし
見通しあり
見通しなし
見通しあり

１
年

３
年

正　課

見通しなし
見通しあり
見通しなし
見通しあり

１
年

３
年

正課外

見通しなし
見通しあり
見通しなし
見通しあり

１
年

３
年

66.7%
79.9%
75.8%
83.8%

28.9%
40.9%

33.0%
49.4%
52.0%

68.3%
55.5%

69.0%
31.5%

44.5%
31.3%

52.3%
22.0%

36.7%
25.1%

39.8%
38.8%
48.2%

38.3%
54.0%
52.4%

69.2%
56.8%

69.0%
60.4%

77.2%
63.9%
74.8%

38.5%
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シ
ッ
プ
の
成
長
を
実
感
し
て
い
る
学
生
の
割
合
が
多
い
。
と
は
い

え
、
後
者
で
も
５
割
に
満
た
ず
、
全
体
的
に
多
い
と
は
言
え
な�

い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
協
調
性
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
、
正
課
外

で
成
長
を
実
感
し
て
い
る
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
７
割
以
上
と
6
割
以

上
と
な
っ
て
い
る＊。

　

協
調
性
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
そ
れ
に
割
合
と
し
て
多
い
と
は

言
え
な
い
も
の
の
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
し
て
、
学
生
た
ち
は

正
課
外
で
力
を
付
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
成
長
は
、
自
分
た
ち
で

主
体
性
を
も
っ
て
他
者
と
協
働
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
過

程
で
達
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
正
課
外
は
、
学
生
に
と
っ
て
、

自
ら
が
主
体
性
を
も
っ
て
他
者
と
協
働
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
場
と
し
て
学
生
生
活
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
正
課
外
に
対
し
て
、
正
課
は
専
門
学
術
知
識
の
基

礎
と
応
用
と
い
う
知
的
な
成
長
の
点
で
、
学
生
の
学
び
と
成
長
の

中
核
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
正
課
の
教
育
実
践
も
学

生
の
主
体
性
発
揮
の
場
と
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

学
生
の
主
体
性
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
正
課

の
も
つ
学
校
的
性
格
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
点
で
、
正
課
外
に
大

き
な
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
。
現
状
に
お
い
て
、
す
で
に
学
生

は
そ
う
し
た
可
能
性
を
活
用
し
て
正
課
外
で
成
長
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

＊
な
お
、
協
調
性
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
、
正
課
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ

６
割
以
上
が
成
長
を
実
感
し
て
い
る
。
正
課
の
教
育
改
革
で
、
従

来
か
ら
の
ゼ
ミ
や
研
究
室
活
動
に
加
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
や
経
験
学
習
型
教
育
実
践
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・

ベ
ー
ス
ド・

ラ
ー

ニ
ン
グ
が
展
開
し
て
き
て
い
る
成
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
正

課
の
教
育
改
革
の
進
展
が
う
か
が
え
る
結
果
で
あ
る
。

⑶
　
ど
の
よ
う
な
学
生
が
成
長
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

　

学
生
は
、
正
課
外
で
協
調
性
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
（
お
よ
び
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
）
の
点
で
成
長
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う

な
要
因
が
正
課
外
で
の
成
長
に
有
効
に
働
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
学
生
の
学
び
と
成
長
の
中
核
要
因
で
あ
る
「
将
来
の
見
通
し
」

（
溝
上 ２０１０

）
に
着
目
し
て
、
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
た
の
が
図
３

で
あ
る
。「
将
来
の
見
通
し
」
と
は
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
、
こ

う
い
う
風
で
あ
り
た
い
と
い
う
見
通
し
で
あ
る
。
デ
ー
タ
か
ら
は
、

将
来
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
学
生
に
成
長
を
実
感
し
て
い
る
学

生
が
多
い
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
協
調
性
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

に
つ
い
て
、
正
課
外
で
の
成
長
実
感
の
割
合
が
、
将
来
の
見
通
し

を
持
っ
て
い
る
学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
と
で
20
％
近
く
の
差
が

あ
る
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
自
分
の
将
来
の
あ
り
方
を
見
通
す
こ
と
と
正
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課
外
で
の
活
動
や
成
長
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

自
分
の
将
来
を
見
通
し
て
い
る
主
体
的
な
学
生
が
、
正
課
外
で
主

体
性
を
持
っ
て
他
者
と
協
働
し
て
活
動
に
取
り
組
み
、
成
長
を
遂

げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
０
年
度
の
調
査
で
は
、
正
課
外
で
一
緒
に
活
動

す
る
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
そ
の
研
究
成

果
（
河
井・

溝
上 ２０１２
）
に
よ
る
と
、
授
業
外
実
践
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
参
加
し
て
い
な
い
学
生
よ
り
も
参
加
し
て
い
る
学
生
の
ほ

う
が
、
学
術
知
に
関
す
る
知
的
成
長
も
協
調
性
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
と
い
っ
た
社
会
的・

人
格
的
成
長
も
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
授
業
外
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

学
習
活
動
を
行
う
場
で
、
学
生
が
よ
り
成
長
す
る
こ
と
も
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
学
生
個
人
と
し
て
は
将
来
の
見
通
し
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
、
学
生
集
団
と
し
て
は
意
義
あ
る
実
践
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
創
出
さ
れ
参
加
す
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
が
学

生
の
正
課
外
で
の
成
長
に
つ
な
が
る
要
因
で
あ
る
と
言
え
る
。

３　
正
課
外
に
お
け
る
学
生
の
学
び
と
成
長
の
可
能
性

　

こ
こ
ま
で
、
大
学
生
の
正
課
外
で
の
学
び
と
成
長
に
関
す
る
全

体
像
を
大
づ
か
み
す
べ
く
、
実
態
デ
ー
タ
を
見
て
き
た
。
実
態
デ
ー

タ
の
結
果
は
、
複
数
の
主
体
性
の
発
揮
が
学
生
の
正
課
外
に
お
け

る
成
長
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

実
態
デ
ー
タ
か
ら
は
、

・
�

自
分
の
人
生
の
将
来
を
見
通
す
主
体
的
な
学
生
が
（
人
生
へ
の

主
体
性
）

・
�

正
課
外
活
動
の
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
の
機
会
に
主
体

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
（
環
境
へ
の
主
体
性
）

・
�

そ
の
活
動
の
中
で
主
体
的
に
他
者
と
協
働
し
て
活
動
に
取
り
組

み
（
活
動
へ
の
主
体
性
）

成
長
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
複
数
の
主
体
性
を

分
け
て
考
え
た
上
で
、
最
後
に
正
課
外
教
育
に
関
わ
る
今
後
の
可

能
性
を
描
き
出
し
て
み
る
。

　

第
一
に
、
正
課
外
教
育
は
学
生
の
主
体
性
発
揮
の
挑
戦
の
機
会

に
な
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
よ
い
。
主
体
的
な
学
生
が
成

長
す
る
の
は
ア
タ
リ
マ
エ
と
い
う
見
方
を
す
る
前
に
、
そ
う
し
た

学
生
が
参
加
し
て
挑
戦
し
て
い
く
機
会
が
創
り
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
、
第
二
に
、
ど
の
よ
う
に
主
体
性
発
揮
の
場
と
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
そ
こ
に
関
与
す
る
教
職
員
や
学
外
の
大
人
た
ち
の
顔
色
を
う

か
が
う
よ
う
な
表
面
的
な
主
体
性
に
陥
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
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隣
の
学
生
と
の
競
争
心
〝
だ
け
〟
に
突
き
動
か
さ
れ
た
功
利
的
な

主
体
性
と
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
正
課
外

教
育
に
学
校
的
性
格
を
持
ち
込
む
こ
と
な
く
、
学
生
の
主
体
性
発

揮
の
余
白
を
保
障
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
学
生
の
主
体
性
発

揮
に
向
け
て
、
教
職
員
に
で
き
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、

学
生
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
と
し
て
も
、「
や
り
っ
ぱ
な
し
」
で

終
わ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
取
り
組
ん
だ
こ
と
へ
の
深
い
「
ふ

り
か
え
り
」
を
促
し
て
い
く
こ
と
は
教
職
員
が
で
き
る
こ
と
の
一

つ
で
あ
る
（
早
稲
田
大
学
平
山
郁
夫
記
念
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー ２０１０

）。
ま
た
、
学
生
の
正
課
外
活
動
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
挑
戦
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
も
、
教
職
員
の
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
問
わ
れ
て
よ
い
の
は
、
自
分
の
人
生
、
お
よ
び

自
分
自
身
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
挑
戦
を
、
一
人
で
は
な
く
他
者

と
と
も
に
、
時
代
や
社
会
に
向
け
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
で
あ
る
。
一
見
壮
大
に
聞
こ
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
射
程
を
持
っ

た
挑
戦
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
、
促
す
こ
と
が
、
そ

こ
に
関
与
す
る
教
職
員
の
な
し
得
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。
学
生

の
挑
戦
が
不
十
分
な
ら
ば
、
時
に
は
背
中
を
押
し
、
時
に
は
叱
咤

激
励
す
る
よ
う
な
教
職
員
と
し
て
の
関
わ
り
が
、
学
生
が
成
長
へ

向
か
う
一
歩
の
支
え
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
主
体
性
発
揮
の
準
備
が
な
い
学
生
に
つ
い
て
も
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。
実
態
デ
ー
タ
か
ら
は
、
将
来
の
見
通
し
が
な
い

学
生
た
ち
も
、
全
く
成
長
を
実
感
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
に

せ
よ
、
成
長
を
実
感
し
て
い
る
学
生
は
多
く
な
か
っ
た
。
そ
う
し

た
学
生
は
主
体
性
を
発
揮
で
き
な
い
学
生
で
は
な
く
、
そ
の
備
え

が
整
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
備
え

を
作
っ
て
い
く
よ
う
な
正
課
外
教
育
実
践
も
展
開
可
能
だ
ろ
う
。

人
生・

環
境・

活
動
へ
と
主
体
性
を
発
揮
し
て
い
く
学
生
も
、�

最
初
か
ら
全
て
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
先
輩
の
姿
に
学
び
、
仲

間
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
中
で
力
を
付
け
て
い
く
。
正
課
外
教
育

実
践
は
、
主
体
性
の
準
備・

発
揮・

向
上
の
場
と
な
り
得
る
の
で

あ
る
。

　

最
後
に
、
正
課
外
教
育
で
主
体
性
を
発
揮
す
る
学
生
が
、
さ
ら

に
成
長
し
て
い
く
可
能
性
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
学
生

の
成
長
に
は
、
知
識
と
の
関
係
で
の
知
的
成
長
、
他
者
と
の
関
係

で
の
社
会
的
成
長
、
自
分
と
の
関
係
で
の
人
格
的
成
長
が
あ
る
（
河

井�２０１４b

）。
学
生
た
ち
は
、
正
課
外
で
社
会
的
に
も
人
格
的
に
も

成
長
し
て
い
く
。
正
課
外
で
の
友
人
や
仲
間
や
尊
敬
で
き
る
他
者

や
大
切
な
他
者
と
の
関
係
の
中
で
、
自
分
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
形
成
を
進
め
て
い
く
と
も
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
正
課
で

は
、
専
門
学
術
知
識
の
基
礎
と
応
用
と
い
う
知
的
な
成
長
を
遂
げ

て
い
く
。
こ
こ
に
、
学
生
の
さ
ら
な
る
成
長
の
可
能
性
が
広
が
っ
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て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
課
外
で
の
成
長
と
正
課
で
の
成
長
を
統

合
し
て
い
く
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
知
識
を
ビ
ル
ト
イ
ン
し
な

が
ら
、
他
者
と
協
調
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
。
自
ら
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
経
験
に
根
ざ
し
て
知
識
を
駆

使
し
、
思
考
を
進
め
て
い
く
。
正
課・

正
課
外
で
の
学
び
を
架
橋

し
て
統
合
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
そ
の
姿
は
見

え
て
い
る
（
河
井 ２０１４a
）。
大
学
教
育
は
、
そ
の
可
能
性
に
向
け

て
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

本
節
で
は
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。

正
課
外
教
育
で
の
実
践
は
、
そ
れ
自
体
が
発
展
の
途
上
で
あ
り
、

実
践
の
具
体
的
な
姿
や
実
践
知
、
さ
ら
に
そ
も
そ
も
正
課
外
教
育

や
そ
こ
で
の
学
生
の
学
び
と
成
長
を
ど
う
見
る
か
と
い
っ
た
枠
組

み
も
発
展
途
上
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
は
、
本
特
集
の
実
践
事

例
を
は
じ
め
、
事
例
の
中
で
の
具
体
的
な
姿
か
ら
知
を
立
ち
上
げ

て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
本
稿
が
そ
の
た
め
の
滑

走
路
の
役
目
を
果
た
せ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。�

●
文
　
献

金
子
元
久
（２０１３

）『
大
学
教
育
の
再
構
築

―
学
生
を
成
長
さ
せ

る
大
学
へ
』
玉
川
大
学
出
版
部
。

河
井
亨
（２０１４a

）『
大
学
生
の
学
習
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

―
授
業
内
外

の
ラ
ー
ニ
ン
グ・

ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
』
東
信
堂
。

河
井
亨�

（２０１４b

）「
大
学
生
の
成
長
理
論
の
検
討

―Student�
D
evelopm

ent�in�College

を
中
心
に

―
」『
京
都
大
学
高
等
教

育
研
究
』、20,�49

―61

。

河
井
亨・

溝
上
慎
一
（２０１２

）「
授
業
外
学
習
を
行
う
実
践
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
参
加
す
る
学
生
は
ど
の
よ
う
な
学
生
か
」『
大
学
教
育
学

会
誌
』、34⑴

,�71

―79

。

京
都
大
学
／
電
通
育
英
会
共
同　

大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
調
査
２

０
１
３（http://w

w
w
.dentsu-ikueikai.or.jp/transm

ission/
investigation/about/

）（
２
０
１
４
年
８
月
18
日
ア
ク
セ
ス
）

溝
上
慎
一
（２０１０

）『
現
代
青
年
期
の
心
理

―
適
応
か
ら
自
己
形

成
の
時
代
へ
』
有
斐
閣
。

山
田
礼
子
編
（２００９

）『
大
学
教
育
を
科
学
す
る

―
学
生
の
教
育

評
価
の
国
際
比
較
』
東
信
堂
。

山
田
剛
史・

森　

朋
子
（２０１０

）「
学
生
の
視
点
か
ら
捉
え
た
汎
用

的
技
能
獲
得
に
お
け
る
正
課・

正
課
外
の
役
割
」『
日
本
教
育
工
学

会
論
文
誌
』、�34⑴

,�13

―21

。

早
稲
田
大
学
平
山
郁
夫
記
念
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
編
（２０１０

）

『
世
界
を
ち
ょ
っ
と
で
も
よ
く
し
た
い
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
。
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１　
「
愛
大
学
生
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」と
準
正
課
教
育

　

学
業
は
学
生
の
本
分
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
生
が
〝
そ
の
大
学
に
所
属
す
る
学
生
〟
と
し
て
行
う
活
動
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
、
ア
ル
バ
イ
ト

や
就
職
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
の
あ
り
よ
う
に
関
す
る
知
識
を
蓄

え
多
様
な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
こ
と
が
で

き
た
、
と
振
り
返
る
学
生
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は

一
般
に
正
課
外
活
動
と
称
さ
れ
る
が
、〝
そ
の
大
学
に
所
属
す
る
学

生
〟
と
い
う
身
分
で
行
っ
て
い
る
以
上
、
一
定
程
度
大
学
が
責
任

を
持
つ
必
要
が
あ
り
、
ま
た
広
い
意
味
で
〝
大
学
に
お
け
る
学
び
〟

に
も
含
ま
れ
得
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
生
が
大
学
で
身
に
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
能

力
は
非
常
に
幅
が
広
い
。
そ
こ
で
愛
媛
大
学
で
は
、
学
生
の
在
学

期
間
内
に
、
授
業
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
ま
で
、
愛
媛
大
学
と
い
う

学
習
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
限
活
用
し
て
身
に
付
け
て
欲
し
い
能
力
を

明
文
化
し
、
２
０
１
２
年
度
に
「
愛
媛
大
学
学
生
と
し
て
期
待
さ

れ
る
能
力
～
愛
大
学
生
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
～
（Ehim

e U
niversity 

Com
petencies Standards for Students

１）」
と
し
て
策
定・

公

表
し
た
（
図
１
）。「
愛
大
学
生
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
は
、
全
て
の

学
生
に
卒
業
時
に
必
ず
保
証
す
る
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
（
学
位

授
与
の
方
針
）
と
は
異
な
り
、
本
学
が
め
ざ
す
教
育
の
方
向
性
を

示
す
〝
方
向
目
標
〟
で
あ
る２。
た
だ
し
、
２
０
１
５
年
度
に
策
定

し
た
大
学
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
に
も
引
用
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
学
生
が
卒
業
時
ま
で
に
「
愛
大
学
生
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」

を
ど
の
程
度
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
に
つ
い
て
の
検
証３も

特
集

特
徴
あ
る
正
課
外
教
育
で
学
生
を
教
育
す
る

正
課
教
育
、
準
正
課
教
育
、
正
課
外
活
動

―「
愛
大
学
生
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
育
成
の
た
め
に
―

村
田 

晋
也
●
愛
媛
大
学
教
育・

学
生
支
援
機
構
教
育
企
画
室
、
講
師

小
林 

直
人
●
愛
媛
大
学
学
長
特
別
補
佐
、
教
育
企
画
室
長
、
教
授
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行
っ
て
お
り
、
大
学
憲
章
と
リ
ン
ク
し
て
本
学
の
教
育
理
念
を
表

現
す
る
最
も
重
要
な
ポ
リ
シ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
愛
大
学
生
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
学
生

の
能
力
育
成
の
ス
テ
ー
ジ
を
「
正
課
教
育
」「
準
正
課
教
育
」「
正

課
外
活
動
」
の
三
つ
に
分
類
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。「
正
課

教
育
」
は
卒
業
要
件
と
し
て
求
め
ら
れ
る
正
規
の
授
業
を
通
じ
て

実
施
さ
れ
、
そ
の
到
達
目
標
は
学
部・

学
科
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ

シ
ー
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る４。「
正
課
外
活
動
」
に
つ
い
て
は
冒
頭

で
も
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
学
生
団
体
へ
の
資
金
援
助
や
関
連
施

設
の
整
備
を
行
う
一
方
、
サ
ー
ク
ル・

リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
を
通

じ
て
積
極
的
に
〝
学
生
同
士
に
よ
る
学
び
〟
を
促
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
改
め
て
考
え
て
み
る
と
「（
狭
義
の
）
正
課
教
育
」

で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
「
正
課
外
活
動
」
で
も
な
い
、
両
者
の

中
間
的
な
位
置
を
占
め
る
場
面
で
、
学
生
に
対
し
て
大
学
教
職
員

は
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
、
本
学

で
は
「
準
正
課
教
育
」（co-curricula

）
と
称
し
、「
卒
業
要
件
に

は
含
ま
れ
な
い
、
あ
る
い
は

単
位
付
与
を
行
わ
な
い
が
、

愛
媛
大
学
の
教
育
戦
略
と
教

育
的
意
図
に
基
づ
い
て
教
職

員
が
関
与・

支
援
す
る
教
育

活
動
や
学
生
支
援
活
動
」
と

定
義
し
た
（
図
２
）。
す
な
わ

ち
、「
正
課
教
育
」「
準
正
課

教
育
」「
正
課
外
活
動
」
の
全

て
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
「
愛

大
学
生
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」

に
列
挙
し
た
能
力
が
身
に
付

く
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

図１　愛大学生コンピテンシーが示す能力

Ⅰ知識や技能を適切に運用する能力
１． 必要な情報を収集・整理できる
２． 個別の知識や技能を相互に関

連づけながら習得できる
３． 習得した知識や技能を基に自

分の考えを組み立て、適切に
表現（記述・口述）できる

Ⅲ
多様な人と
コミュニケーション
する能力
６． 様々な状況に応じて

適切な対話・討論が
できる

７． 目的達成のため
 に多様な人と
 協働できる

Ⅳ自立した個人として生きていく能力
８． 自らの個 性や

適性を活かして
行動できる

９． 社会的関係の
中で自分の行
動を調整できる

Ⅱ論理的に思考し判断する能力
４． 広い視野と論理的思考に基

づき分析・解釈できる
５． 科学的根拠に基づき判断し、

解決策を提示できる

Ⅴ組織や社会の一員として生きていく能力
10． 他者を理解し、他者のために役立つ

ことができる
11． 集団・組織の一員として自覚と誇りを

もって行動できる
12． 地域の課題を、地球規模で考え、解

決に向けて貢献できる

愛媛大学学生として
期待される能力
［愛大学生コンピテンシー］

図２　愛大学生コンピテンシーと準正課教育

学部DP

「愛大学生コンピテンシー」

専門教育科目学
士
課
程
教
育

共通教育科目

4年

入学

卒業

3年

2年

1年正課教育 準正課教育 正課外活動

「社会力」

ELS

ESD

食育

など

留学
SCV
SA
SHD

スタディスキル
講座　　　　
J-サポート
就職セミナー

など

部活
サークル
など

愛媛大学憲章

学士基礎力
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た
だ
し
「
準
正
課
教
育
」
と
「
正
課
教
育
」、「
準
正
課
教
育
」
と

「
正
課
外
活
動
」
の
境
界
は
共
に
、
必
ず
し
も
明
確
な
も
の
で
は
な

く
む
し
ろ
流
動
的
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

愛
媛
大
学
に
お
け
る
「
準
正
課
教
育
」
は
、
教
職
員
が
活
動
内

容
に
責
任
を
持
っ
て
関
与
し
適
切
な
指
導
を
行
う
一
方
で
、「
正
課

教
育
」
と
比
べ
て
、
学
生
が
よ
り
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
Ｓ
Ｃ
Ｖ
（Student Cam

pus V
olunteers

）
は
学
生
サ
ー

ク
ル
に
よ
く
似
た
組
織
だ
が
、「
教
職
員
の
支
援
を
得
な
が
ら
学
生

が
自
分
た
ち
の
問
題
を
自
分
た
ち
で
解
決
し
て
い
く
愛
媛
大
学
公

認
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る５な
ど
、
他
の
サ
ー
ク
ル
と
は
学
内
で
の
扱

い
が
異
な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｈ
Ｄ
（Study H

elp D
esk

）
は
、
教

員
と
の
定
期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
下
に
大
学
院
生
が
学
部
学
生

の
学
習
を
助
け
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
学
生

対
応
窓
口
の
近
く
と
い
う
学
生
の
動
線
の
中
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え

て
い
る
。
Ｊ
サ
ポ
ー
ト
は
、
国
際
連
携
推
進
機
構
国
際
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
日
本
語
教
育
ク
ラ
ス
な
ど
に
お
い
て
、
教

員
ら
の
指
導
の
下
に
学
生
が
留
学
生
の
日
本
語
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
学
部
学
生
や
大
学
院
生

が
〝
教
え
な
が
ら
自
ら
も
学
ぶ
〟
取
り
組
み
と
し
て
成
果
を
挙
げ

て
い
る６。
こ
の
ほ
か
、
食
育
や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（Education for Sus-

tainable D
evelopm

ent

）
な
ど
に
関
し
て
、
文
部
科
学
省
の
Ｇ

Ｐ
（Good Practice

）
事
業
の
支
援
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
愛

媛
大
学
独
自
の
取
り
組
み
が
、
外
部
資
金
に
よ
る
支
援
期
間
の
終

了
後
も
引
き
続
き
共
通
教
育
の
発
展
科
目
（
原
則
と
し
て
卒
業
要

件
に
組
み
入
れ
な
い
科
目
群
）
と
し
て
「
準
正
課
教
育
」
メ
ニ
ュ
ー

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
「
準
正
課
教
育
」
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
予
算
措
置
も
重
要
で
あ

る
。
本
学
で
は
２
０
０
６
年
度
か
ら
愛
媛
大
学
教
育
改
革
促
進
事

業
（
通
称
〝
愛
大
Ｇ
Ｐ
〟７）を
発
足
さ
せ
、競
争
的
な
資
金
援
助
と
し

て
、
学
内
に
お
け
る
優
れ
た
教
育
改
革
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
る
。
２
０
１
３
年
度
か
ら
は
「
準
正
課
教
育
」
の
支
援
を
本
事
業

の
特
別
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
採
択
実
績
も
上
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
愛
媛
大
学
の
「
準
正
課
教
育
」
に
は
愛
媛
大
学

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
教
育・

学
習
活
動
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
次

節
で
は
、
そ
の
好
例
と
し
て
「
Ｅ
Ｌ
Ｓ
（Ehim

e U
niversity 

Leaders School

：
愛
媛
大
学
リ
ー
ダ
ー
ズ・

ス
ク
ー
ル
）」
を
紹

介
す
る
。

２�　
愛
媛
大
学
の
特
色
あ
る
準
正
課
教
育
と
し
て
の�

「
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」

　

Ｅ
Ｌ
Ｓ
は
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
や
将
来
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
う
る
学
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生
を
支
援・

教
育
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
０
０
７
年
度
に
発

足
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
同
年
、
本
取
り
組
み
は
文
部
科
学
省

の
「
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
）」
に
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
狙
い
は
、
本
学
が
大

学
憲
章
に
掲
げ
る
「
学
生
中
心
の
大
学
」「
地
域
に
あ
っ
て
輝
く
大

学
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
に
沿
っ
て
、
学
生
の
人
間
的
な
成
長
を
促

進
し
、
大
学
の
活
性
化
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
実
現
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
採
択
期
間
中
に
８
期・

１
８
４
人
の
修
了
生
を

輩
出
し
た
Ｅ
Ｌ
Ｓ
は
、
発
足
か
ら
９
年
目
と
な
る
現
在
、
17
期・

３
３
２
人
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

共
通
教
育
の
発
展
科
目
（
原
則
と
し
て
卒
業
要
件
に
組
み
入
れ

な
い
科
目
）
で
あ
る
Ｅ
Ｌ
Ｓ
は
、
全
14
回
の
授
業
（
１
５
０
分
／

回
）
と
１
泊
２
日
の
合
宿
研
修
か
ら
な
り
、
全
学
部
の
学
生・

大

学
院
生
が
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
授
業
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
基
礎
理
論
か
ら
、
実
社
会
で
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
に
至
る
ま
で
、
多
様
な
内
容

が
扱
わ
れ
る
。
担
当
教
員
は
全
員
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
授
業

の
実
践
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間
を
設
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

学
生
が
能
動
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

学
期
の
後
半
に
は
、
受
講
生
が
一
人
ず
つ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関

連
し
た
教
育
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
発
表
に
先
立
っ

て
、
学
生
は
教
員
か
ら
個
別
指
導
を
受
け
、
内
容
や
話
し
方
の
改

善
を
図
る
。
プ
レ
ゼ
ン
本
番
に
は
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
修
了
生
も
出
席
し
、

発
表
後
に
は
今
後
さ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
課
題
に
つ
い

て
先
輩
た
ち
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
送
ら
れ
る
。

　

合
宿
研
修
は
、
授
業
で
学
ん
だ
事
柄
の
実
践
の
場
と
し
て
、
コ

ン
セ
プ
ト
の
立
案
か
ら
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
、
当
日
の

進
行
に
至
る
ま
で
全
て
受
講
生
に
委
ね
て
い
る
。
彼
ら
は
、
自
ら

役
割
分
担
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
合
宿
研
修
の
運
営
に

あ
た
る
こ
と
を
通
し
て
、
企
画
を
成
功
裏
に
進
め
る
た
め
に
他
者

と
協
働
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
そ
の
た
め
の
コ
ツ
な
ど
を
学
ぶ
。

ま
た
、
学
生
は
３・

４
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ほ
か
の
受
講

生
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。
例
え
ば
、
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
と
さ
れ
る
多
様
な
能
力
か
ら
一
つ
を
選
び
、
そ
れ
が
リ
ー

ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
力
を
修
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
明
確
な
根
拠
に
基
づ
く

説
得
力
あ
る
説
明
を
行
う
よ
う
求
め
ら
れ
る
。
セ
ミ
ナ
ー
後
の
質

疑
応
答
の
時
間
に
は
、
忌
憚
の
な
い
意
見
や
質
問
が
飛
び
交
い
、

効
果
的
な
ピ
ア・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
合
宿
の
最

後
に
は
受
講
生
同
士
が
自
分
た
ち
の
活
動
を
振
り
返
る
時
間
を
設

け
る
と
と
も
に
、
教
員
が
観
察
に
基
づ
く
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行

い
、
学
生
た
ち
の
気
づ
き
や
学
び
を
促
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
で
は
座
学
に
よ
る
知
識
の
修
得
と
、
学

ん
だ
事
柄
を
実
践
す
る
機
会
の
提
供
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
経
験

を
丁
寧
に
振
り
返
る
省
察
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
受
講
生
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
連
し
た
知
識
や
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
企
図
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｌ
Ｓ
を
修
了
し
た
学
生
は
、
学
内
の
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
学
部
ゼ
ミ
な
ど
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
が
、
中
に
は
、
さ
ら
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
実
践
を
通
し
て
学
び
た
い
と
希
望
す
る
学

生
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な
学
生
に
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
（U

niversity 
N

etw
ork for Global Leadership D

evelopm
ent in W

est 
Japan

）
と
呼
ば
れ
る
取
り
組
み
を
通
し
て
学
び
の
場
を
設
け
て

い
る８。
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
と
は
、
２
０
１
２
年
度
文
部
科
学
省
大
学
間
連

携
共
同
教
育
推
進
事
業
に
採
択
さ
れ
た
「
西
日
本
か
ら
世
界
に
翔

た
く
異
文
化
交
流
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
略
称
で

あ
り
、
愛
媛
大
学
を
代
表
校
と
す
る
18
の
大
学・

短
期
大
学９が
連

携
し
て
運
営
す
る
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
事
業
で
あ
る
（
本

稿
共
著
者
の
村
田
が
事
業
推
進
責
任
者
）。
大
学
生
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
関
す
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
在
学
中
に
身
に
付
け
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
経
済
界
や
地
域
社
会
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
本
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
に
Ｅ
Ｌ
Ｓ
が
蓄
積
し
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
連
携
校
に
敷
衍
し
、
各
大
学
単
独
で
は
限
り
の
あ
る

人
的・

金
銭
的・

物
的
資
源
を
補
完
し
合
い
、
チ
ー
ム・

テ
ィ
ー

チ
ン
グ
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
質
の
高
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
延
べ
２

０
０
０
人
を
超
え
る
学
生
が
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
の
研
修
に
参
加
し
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
で
は
、
学
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
国
内
で
実
施
す

る
「
Ｂ
ａ
ｓ
ｉ
ｃ
」、
海
外
の
２
国
間
で
行
う
「
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
」、

複
数
の
国
か
ら
学
生・

教
職
員
が
集
う
「
Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ
」

と
い
う
３
段
階
に
分
け
て
実
施
し
て
い
る
。
学
生
は
自
ら
の
学
び

と
成
長
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
段
階
的・

継
続
的
に
受
講
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
有
用
な
国
際
的

人
材
に
必
須
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
実
践
的

に
学
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ

で
あ
る
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ・

チ
ャ
レ
ン
ジ
ｉ
ｎ
サ
イ
パ
ン
」
に

参
加
す
る
学
生
は
、
サ
イ
パ
ン
の
小・

中
学
校
で
現
地
の
児
童
生

徒
に
教
育
実
習
を
行
う
。
そ
の
際
に
は
現
地
の
教
職
員
と
一
緒
に

議
論
を
し
、
改
良・

改
善
を
図
り
つ
つ
実
習
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
現
地
で
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
他
大
学
の
学
生
と
チ
ー
ム
を

組
み
、
子
ど
も
た
ち
に
日
本
文
化
の
紹
介
活
動
を
行
う
。
こ
れ
ら

を
通
じ
て
、
国
籍
や
文
化・

習
慣
の
背
景
が
異
な
る
多
様
な
人
材

と
の
積
極
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
そ
れ
ら
の
人
々
と
協
働
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し
て
い
く
上
で
必
須
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
経
験
を
通
し

て
学
ぶ
の
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
現
在
、
こ
れ
ら
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
の
提
示
す
る
研
修
の
幾
つ

か
を
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
関
連
科
目
（
共
通
教
育
の
発
展
科
目
）
と
し
て
単

位
化
し
、
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
述
の
Ｅ
Ｌ
Ｓ
や
そ

れ
に
関
連
す
る
科
目
群
の
受
講
な
ど
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
一
貫
し

た
準
正
課
教
育
は
、
あ
る
意
味
で
は
副
専
攻
の
よ
う
に
も
機
能
し
、

学
生
が
「
愛
大
学
生
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
に
あ
る
「
多
様
な
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
能
力
」
や
「
組
織
や
社
会
の
一
員
と
し

て
生
き
て
い
く
能
力
」
な
ど
を
伸
長
さ
せ
る
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

３　
結
語
に
代
え
て

　

以
上
、
愛
媛
大
学
に
お
け
る
「
準
正
課
教
育
」
の
活
動
の
一
部

を
紹
介
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
各
大
学
で
も
活
発
に
行
わ
れ

て
お
り
、
特
段
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
我
々
は
そ
こ
に
「
準
正
課
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
付
与

し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
言
葉
を
与
え
た
こ
と

に
よ
っ
て
大
学
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
り
、
結
果

と
し
て
予
算
措
置
の
根
拠
も
生
じ
た
。
何
よ
り
も
、
教
職
員
や
学

生
の
自
主
性
が
重
要
視
さ
れ
る
た
め
、〝
や
ら
さ
れ
感
〟
の
な
い
活

動
と
し
て
教
育
改
革
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
効
果
が
期

待
で
き
る
。

　

本
稿
が
読
者
諸
氏
の
お
役
に
立
て
ば
光
栄
で
あ
る
。 

１ 　

http://w
w

w
.ehim

e-u.ac.jp/education/com
petency/

index.htm
l

２ 　

松
本
（2013

）：https://w
eb.opar.ehim

e-u.ac.jp/books_
files/im

g/journal11-opening%
20article_m

atsum
oto.pdf

３ 　

山
田
（2013

）：http://shinken-ad.co.jp/betw
een/ 

backnum
ber/pdf/2013_06_assessm

ent.pdf

、

　

 　

野
本
ら
（2015

）：http://w
eb.opar.ehim

e-u.ac.jp/w
p/

w
p-content/uploads/2015/04/J13-1_nom

oto.pdf

４ 　

愛
媛
大
学
で
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
や
そ
れ
を
実
装
す
る

「
正
課
教
育
」
を
卒
業
要
件
と
一
体
化
し
て
捉
え
て
お
り
、〝
狭
義
の

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
〟
と
し
て
定
義
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

５ 　

http://w
w

w
.ehim

e-u.ac.jp/new
s/detail_8124.htm

l

、

http://scvinfo.csaa.ehim
e-u.ac.jp/

６ 　

向
井・

高
橋
（2013

）：https://w
eb.opar.ehim

e-u.ac.jp/
books_files/im

g/journal11-11_m
ukai.pdf

７ 　

https://w
w

w
.ehim

e-u.ac.jp/education/reform
.htm

l 
#anc03

８ 　

http://w
w

w
.ungl.jp/

９ 　

愛
媛
大
学・

山
口
大
学・

香
川
大
学・

佐
賀
大
学・

京
都
外
国

語
大
学・

京
都
文
教
大
学・

広
島
経
済
大
学・

松
山
大
学・

九
州

国
際
大
学・

京
都
外
国
語
短
期
大
学・

熊
本
学
園
大
学・

京
都
光

華
女
子
大
学・

京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部・

愛
知
み
ず
ほ

大
学・
愛
知
み
ず
ほ
大
学
短
期
大
学
部・

山
口
学
芸
大
学・

追
手

門
学
院
大
学・
摂
南
大
学
。
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１　
正
課
×
正
課
外
に
よ
る
学
修

　

従
来
、
大
学
の
教
育
は
、
正
課
教
育
課
程
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
を
含
む
正
課
外
の
活
動
は
分
離
さ
れ
た
（
切
り
離
さ
れ
た
）
状

態
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
学
生
の
能
動
的
で
主
体
的
な
学
修
の
促
進
と
学
修
意

欲
の
触
発
を
推
進
す
る
に
は
、
大
学
の
理
念
や
教
育
目
標
を
踏
ま

え
た
上
で
、
正
課
と
正
課
外
が
密
接
に
連
動
し
、
学
生
の
学
び
の

場
の
提
供
、
地
域
社
会
や
産
学
連
携
な
ど
、
学
生
と
社
会
が
共
に

成
長
を
図
る
た
め
の
協
同
と
、
こ
れ
ら
を
支
援
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス

環
境
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
正
課
×
正
課
外
」
教
育
と
は
、
正
課
の
授
業
内
容
と
社
会
と
の

関
わ
り
を
学
生
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
正
課
で
身
に
付
け
た
「
学

力
」
を
正
課
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
な
ど
で
「
活
用
」
す
る
こ

と
で
学
生
が
持
つ
能
力
や
意
欲
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ら
を
正
課
の

授
業
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
学
生
の
成
長
へ
と
導
く
環
境
を
提

供
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
本
学
で
は
、
正
課
科
目

の
シ
ラ
バ
ス
の
約
30
％
に
正
課
外
活
動
に
関
連
す
る
項
目
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
正
課
科
目
の
中
心
に
は
、
企
業
と
の
共
同
研
究
を

通
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
試
み
や
地
域
社
会
の
抱
え
る

問
題
を
地
域
住
民
や
自
治
体
関
係
者
と
共
に
発
見
し
解
決
策
を
提

案
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
科
目
」
を
配
置
し
、「
学
力
」

×
「
人
間
力
」
を
総
合
力
と
捉
え
、
こ
の
考
え
方
を
共
有
し
な
が

ら
教
職
協
働
の
も
と
に
学
生
が
主
役
と
な
る
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
っ
て
い
る
。

特
集

特
徴
あ
る
正
課
外
教
育
で
学
生
を
教
育
す
る

正
課
×
正
課
外
の
連
携
に
よ
る
総
合
力
の
育
成

―
金
沢
工
業
大
学
の
学
修
ス
タ
イ
ル
―

大
澤 

敏
●
金
沢
工
業
大
学
教
務
部
長
、
教
授
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２�　
金
沢
工
業
大
学
が
め
ざ
す
ア
ク
テ
ィ
ブ�

ラ
ー
ニ
ン
グ
推
進
キ
ャ
ン
パ
ス

　

本
学
で
は
、
教
育
目
標
を
「
自
ら
考
え
行
動
す
る
技
術
者
」
の

育
成
と
し
、
学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
た
め
の
各
種
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
や
地
域・

産
学
共
創
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
な
ど
を
整
備
し

て
い
る
。
学
生
が
職
員
と
共
に
働
く
「
学
生
ス
タ
ッ
フ
制
度
（
学

内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）」
も
そ
の
一
つ
で
、
学
生
の
成
長
を
大
き

く
後
押
し
し
て
い
る
。

大
学
教
育
の
中
で
、
学

力
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
協
働

す
る
力
、
学
習
へ
の
取

り
組
み
の
姿
勢
や
意

欲
、
社
会
に
出
て
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
力
や
共

創・

協
同
の
能
力
を
育

成
す
る
た
め
、「
正
課
×

正
課
外
」
教
育
を
通
じ

て
能
動
的
な
学
び
の
場

と
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
オ
ー
プ
ン
な
夢
考
房
キ
ャ
ン
パ
ス
（
年
間
、

日
曜
祝
日
を
除
く
約
３
０
０
日
の
う
ち
、
授
業
実
施
は
１
６
０
日
、

残
り
の
１
４
０
日
す
な
わ
ち
夏
期・

春
期
休
業
や
土
曜
日
の
活
動

を
効
果
的
に
支
援
す
る
）
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
正
課
で
は
学
生
が
能
動
的
に
授
業
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
専
門
科
目
の
み
な
ら
ず
、
基
礎
教
育
科
目
（
修
学
基

礎
教
育
課
程・

英
語
教
育
課
程・

数
理
基
礎
教
育
課
程・

基
礎
実

技
教
育
課
程
）
を
含
む
全
て
の
科
目
で
、
発
見
学
習・

問
題
解
決
、

双
方
向
教
育
、
予
習・

復
習
、
課
題・

演
習
、
討
議・

発
表
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
反
転
授
業
な
ど
を
取
り
入
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
導
入
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
前
述
の
Ａ
Ｌ
が
機
能
し
や
す
い
キ
ャ
ン
パ
ス
構
成

と
し
て
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
が
実
現
で
き
る
学
修
環
境
の
空

間
（
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
）
の
確
保
に
心
が
け
た
施
設
整
備
、
学
び

の
場
と
な
る
各
学
習
や
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
自
習
室
な
ど
の
学

習
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
空
間
に
も
学
生
が
と
ど
ま

る
こ
と
が
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
、
Ａ
Ｌ
や
「
正
課
×
正
課

外
」
活
動
を
実
践
す
る
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
デ
ザ
イ
ン
ス

タ
ジ
オ
、
夢
考
房
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

イノベーション＆デザインスタジオでチーム活動をする学生
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３　
教
育
理
念「
教
わ
る
側
か
ら
共
に
学
ぶ
」へ

　

本
学
は
、
教
育
は
教
員
（
職
員
）
と
学
生
と
の
共
同
作
業
と
考

え
、
教
え
る
側
と
学
ぶ
側
と
の
連
携
や
協
同
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

教
育
の
成
果
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
精
神
は
、「
教
学

半
」（
き
ょ
う
が
く
な
か
ば
）
と
い
う
中
国
の
書
経
の
言
葉
と
し
て

学
内
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
に
教
え
る
立
場
に
あ
る

者
は
学
ぶ
者
に
数
倍
す
る
力
量
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
の
意
味
と

し
て
教
職
員
に
周
知
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
に
従
え
ば
、
後

述
す
る
よ
う
に
、「
学
生
が
教
わ
る
側
か
ら
教
え
る
側
に
な
る
仕
組

み
（
教
え
合
い
の
仕
組
み
）」
を
構
築
す
る
こ
と
が
極
め
て
有
効
な

教
育
手
法
に
な
る
。

　

近
年
の
科
学
技
術
の
急
速
な
発
達
に
お
い
て
は
、
高
等
教
育
の

教
室
に
お
け
る
講
義
や
演
習
の
み
で
は
全
て
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
大
学
に
お
け
る
教
育・

研
究
の
実
践
で

は
、
学
生
は
授
業
を
受
講
し
、
そ
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
た
上

で
一
歩
進
ん
で
「
自
分
の
得
意
分
野
を
教
え
合
う
」
学
び
の
姿
勢

や
地
域
と
の
協
同・

共
創
な
ど
、
問
題
の
発
見
と
解
決
の
手
法
を

提
案
す
る
な
ど
、「
正
課
×
正
課
外
」
活
動
を
通
じ
た
学
生
の
主
体

的
な
学
び
と
自
己
研
鑽
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

４　
共
に
学
ぶ
学
修
の
場
の
提
案

　

１
９
９
５
年
度
の
第
一
次
教
育
改
革
以
降
、
本
学
で
は
適
宜
教

育
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
１
２
年
度
に
は
第
五
次
教
育

改
革
と
な
る
継
続
的
な
教
育
改
善
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
２
０

０
３
年
度
の
特
色
Ｇ
Ｐ
（
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

採
択
を
含
め
、
正
課
教
育
と
正
課
外
教
育
を
基
盤
と
し
た
「
教
育

付
加
価
値
向
上
」
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
実
践
し
て
い
る
。

　

本
学
は
、
学
生
の
基
礎
学
力・

専
門
力
と
社
会
で
活
躍
す
る
こ

と
の
で
き
る
人
間
力
を
掛
け
合
わ
せ
た
総
合
力
の
育
成
や
向
上
を

め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
授
業
方
法
の
改
革
が
必
須
で
あ

り
、
授
業
の
中
で
学
力
を
修
得
す
る
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
、
チ
ー
ム
活
動
力
、
学
習
に
積

極
的
に
取
り
組
む
力
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
15
週
の
基
本
的

な
授
業
運
営
に
小
テ
ス
ト
や
演
習
、
チ
ー
ム
活
動
、
討
議
な
ど
を

数
回
導
入
す
る
な
ど
、
科
目
担
当
教
員
は
創
意
工
夫
の
あ
る
Ａ
Ｌ

を
導
入
し
、
総
合
力
指
標
（
総
合
力
指
標
の
サ
ン
プ
ル
参
照
）
で

示
さ
れ
た
能
力
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学
習
成
果
を
付

与
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
16
週
目
に
「
自
己
点

検
授
業
」
を
実
施
し
、
学
生
に
自
己
の
取
り
組
み
を
振
り
返
ら
せ

る
と
と
も
に
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
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参考：学習支援計画書（達成度評価：総合力指標）

再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　教　育　目　標

学習教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

平成27年度　学習支援計画書

プロジェクトデザインⅡ基礎実技教育課程 ３期（前学期）

Design Project II基礎実技科目  2 G252-01

基礎実技

　プロジェクトデザインⅡでは、入門やⅠでの学習をベースに地域社会の問題や専門に関連1 チーム活動

した問題の解決に取り組む。チームで設定した目標に向かって協力しあいながら、意見をま2 問題発見

とめていくことで、コミュニケーション能力、思考力、行動力を高める。チームで取り組む3 解決策の提案・設計
プロジェクト活動を通して様々な視点から問題を検討し、それを解決するための複数のアイ4 計画の立案・報告技術
デアを提案できる能力を身に付ける。そして、最適な解決案を選出し、その解決案を評価す

るための実験的手法を検討、アイデアを実際に試行するための計画を立案する能力を養う。
5 地域連携

　プロジェクトデザインⅡおよび実践では、チームで協力しながら自分たちの考えを形にしていくために、前後期を通して同
じチームメンバーで一つのプロジェクトテーマに取り組む。プロジェクトデザインⅡではテーマの設定、解決策の提案、アイ
デアの評価方法を検討し、後続のプロジェクトデザイン実践でその解決案を実際に検証するための計画を立てる。
　プロジェクトデザインⅡの授業は次のように進められる。

【テーマの設定】教員から提示されたメインテーマ（地域社会の問題や専門に関連した問題）に関連する情報を広く調査し、
　　　　　　　　チームで取り組む問題を見つけ出す。そして、チームごとにプロジェクトテーマを設定する。
【解決案の検討】問題を解決するためのアイデアを個人で複数考え出し、アイデアをまとめる。個人のアイデアをもとにチー
　　　　　　　　ム討論を繰り返しながら、アイデアを具体化し、チームの解決案としてまとめる。また、口頭発表を実施　
　　　　　　　　し、質疑応答によって得られた情報を基に解決案を見直す。

【プロジェクト実行計画】アイデアを評価する実験的手法を検討し、プロジェクトデザイン実践で実際に活動するための計画
　　　　　　　　　　　　を立てる。
【ＰＤⅡ活動成果の報告】立てた計画をプロジェクト実行計画書にまとめ、プロジェクトデザイン実践に引き継ぐ。
　　　　　　　　　　　　また、ポスターセッションを実施し、活動成果と今後の計画を報告する。

教科書：プロジェクトデザインⅠ・Ⅱ[共立出版]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

　プロジェクトデザイン入門やプロジェクトデザインⅠで習得した「チーム活動」「情報の調査方法」「アイデアの出し方」
「論理的な検証の流れ」「プレゼン技法」などを総合的に活用するため、これらを復習しておく必要がある。

G メインテーマからそれに基づく問題を見つけ出すことができる。

G 問題解決に必要な情報を各分野から収集し、分析することができる。

E,G 問題を解決できる複数のアイデアを創出することができる。

D,E アイデアの実現に必要な機能を検証する計画を立てることができる。

A 自己の能力を客観的に評価しようとする姿勢を示すことができる。

  0  30  20  20   0   2  28 100

  0   8   4   0   0   0   8  20

  0   7   4   2   0   0   7  20

  0   6   4  10   0   0   0  20

  0   5   4   6   0   0   5  20

  0   4   4   2   0   2   8  20

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

特集 特徴ある正課外教育で学生を教育する
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に
、
教
員
は
授
業
運
営
に
関

し
て
、「
魚
を
与
え
ら
れ
れ
ば

そ
の
日
食
べ
る
こ
と
に
困
ら

な
い
が
、
魚
の
捕
り
方
を
学

べ
ば
一
生
食
べ
る
に
困
ら
な

い
」
と
い
う
言
葉
に
あ
る
よ

う
に
、
学
生
に
ど
れ
だ
け
知

識
を
教
え
る
か
で
は
な
く
、

学
生
が
ど
れ
だ
け
学
び
取
っ

た
か
（
学
ぶ
力
を
伸
ば
せ
た

か
）
を
重
視
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
学
の
Ａ
Ｌ
の
特

長
と
し
て
、
授
業
を
理
解
し

た
学
生
が
他
の
学
生
に
教
え

る
な
ど
、
学
生
同
士
が
教
え・

学
び
合
う
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ

モ
ン
ズ
」
の
構
築
に
よ
り
、

学
生
相
互
の
理
解
度
が
向
上

し
、
履
修
ク
ラ
ス
全
体
の
授

業
に
対
し
て
積
極
性
が
向
上

す
る
な
ど
の
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
。
こ
の
活
動
は
、学
生
の
知
識
を
定
着
さ
せ
、理
解
を
深
め

る
最
も
効
果
的
な
手
段
と
し
て
「
教
え
る
」
と
い
う
体
験
が
効
果

的
で
有
効
な
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
米
国

の
国
立
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
究
所
な
ど
が
提
唱
し
て
い
る
ラ
ー
ニ
ン

グ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
よ
る
も
の
で
、
講
義
を
受
け
た
だ
け
の
場
合
の

学
習
定
着
率
は
約
５
％
、
討
論
の
定
着
率
は
約
50
％
、
教
え
合
う

こ
と
に
よ
る
定
着
率
は
90
％
と
い
う
結
果
を
示
し
て
お
り
、
効
果

的
な
Ａ
Ｌ
の
導
入

に
よ
る
学
習
効
果

が
実
証
さ
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
こ

れ
ら
の
効
果
を
さ

ら
に
高
め
る
た

め
、
２
０
１
４
年

度
か
ら
「
ラ
ー
ニ

ン
グ
コ
モ
ン
ズ
」

を
構
築
す
る
た
め

の
シ
ニ
ア
Ｔ
Ａ

（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

ア
シ
ス
タ
ン
ト
：

達　成　度　評　価

� 評価方法
指標と評価割合

試験 クイズ
小テストレポート

成果発表
（口頭・
実技）

作品 ポート
フォリオ その他 合計

総合評価割合 0 30 20 20 0 2 28 100

総
合
力
指
標

知識を取り込む力 0 8 4 0 0 0 8 20
思考・推論・創造する力 0 7 4 2 0 0 7 20
コラボレーションとリーダーシップ 0 6 4 10 0 0 0 20
発表・表現・伝達する力 0 5 4 6 0 0 5 20
学習に取組む姿勢・意欲 0 4 4 2 0 2 8 20

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

シニアSA（ラーニングコモンズ）

学生によるグループ学習は、
得意分野の教え合いに発展

グループ間で解答を説明し合う

次週の演習問題の作成（例：３問
を３グループで作成）

シニアSA・TAによるグループ学習の推進例
～ラーニングコモンズの構築～

〇“正課の授業の疑問点をグループ学習で解決する”
〇“相互に教え合うことで専門基礎知識の定着と能力の統
　合化を図る”
○責任を担うことによるSA・TAのリーダーとしての成長
今日の授業のわかりにくい
ポイントをS-TA・SAが説明

シニアSA
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大
学
院
生
）
や
、
シ
ニ
ア
Ｓ
Ａ
（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ア
シ
ス
タ
ン

ト
：
主
に
３・

４
年
次
の
学
生
）
を
配
置
し
た
。
授
業
終
了
後
に
、

不
明
な
点
や
理
解
し
づ
ら
い
点
を
シ
ニ
ア
Ｔ
Ａ・

Ｓ
Ａ
が
学
生
に

解
説
す
る
な
ど
、
学
生
が
共
に
学
び
合
う
場
を
学
内
の
各
所
に
設

け
て
い
る
。

　

シ
ニ
ア
Ｓ
Ａ・
Ｔ
Ａ
が
配
置
さ
れ
た
科
目
で
は
、
共
に
学
ぶ
学

生
同
士
が
教
え
合
い
、
学
び
合
い
の
相
乗
効
果
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
シ
ニ
ア
Ｔ
Ａ・

Ｓ
Ａ
が
担
当
授
業
を
撮
影
し
、
授
業
の
わ

か
り
に
く
か
っ
た
項
目
や
重
要
な
部
分
を
教
員
お
よ
び
学
生
の
視

点
か
ら
協
議
し
て
ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
作
成
す
る
こ
と
、
そ

の
日
の
授
業
に
基
づ
い
た
演
習
問
題
を
受
講
生
と
共
に
作
成
す
る

こ
と
な
ど
、
学
生
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
工
夫
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
科
目
担
当
教
員
と
学
生
が
一
緒
に
授
業
を
つ
く
っ
て

い
る
。

　

こ
こ
で
作
成
し
た
ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
は
、
学
内
教
材
シ
ス

テ
ム
や
、
一
部
は
学
外
の
画
像
共
有
サ
ー
ビ
ス
（Y

ouT
ube

な

ど
）
で
配
信
さ
れ
、
受
講
生
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
予
習・

復
習

が
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
授
業
後
に
シ

ニ
ア
Ｔ
Ａ・

Ｓ
Ａ
が
主
導
す
る
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
」
で
の

学
習
の
経
過
は
、
担
当
教
員
へ
必
ず
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
学
生
の
視
点
か
ら
、「
受
講
生
は
、
こ
の
部
分
の
説
明
が
あ
ま

り
理
解
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
す
」
と
い
っ
た
生
の
コ
メ
ン
ト
や

感
想
が
教
員
へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
学
生

の
理
解
度
を
踏
ま
え
た
補
足
説
明
な
ど
、
効
果
的
な
授
業
運
営
を

可
能
に
し
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
取
り
組
み
は
２
０
１
５
年
度
の

前
学
期
対
象
３
０
８
科
目
の
約
７
％
に
当
た
る
22
科
目
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

５　
ｅ
―

シ
ラ
バ
ス
の
導
入

　

本
学
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
１
９
９
５
年
度
か
ら
教
育
改
革
を

実
施
し
て
お
り
、
学
生
の
能
動
的
な
学
習
を
支
援
す
る
目
的
か
ら
、

シ
ラ
バ
ス
と
い
う
名
称
で
は
な
く
「
学
習
支
援
計
画
書
」
と
し
て

実
施
し
て
き
た
。
２
０
１
４
年
度
に
は
、
授
業
の
学
習・

教
育
目

標
や
正
課
教
育
と
正
課
外
教
育
の
学
修
内
容・

時
間・

達
成
度
な

ど
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
仕
組
み
と
統
合
さ
せ
て
学
修
成
果
の
可

視
化
と
分
析
が
で
き
る
よ
う
に
再
構
築
し
、
学
生
の
能
動
的
な
学

び
を
支
援
す
る
新
た
な
シ
ラ
バ
ス
「
ｅ
―
シ
ラ
バ
ス
」
を
計
画
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、「
正
課
教
育
の
各
教
育
課
程
の
充
実
」
と
「
正
課

外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
」
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
教
育
課
程

の
個
々
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
連
携・

接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
強
化
し
、
特
に
「
正
課
」
と
「
正
課
外
」
教
育
の
接
続
を
ｅ-

シ
ラ
バ
ス
に
よ
っ
て
行
い
、
今
ま
で
の
部
分
最
適
か
ら
全
体
最
適

特集 特徴ある正課外教育で学生を教育する
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に
向
け
た
教
育

改
革
の
展
開・

推
進
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
学

生
は
ｅ
―

シ
ラ

バ
ス
を
活
用
し

な
が
ら
、
正
課

と
正
課
外
の
活

動
の
関
係
を
理

解
し
、「
正
課
×

正
課
外
」
活
動

を
自
ら
考
え
実

行
す
る
、
教
員

は
可
視
化
さ
れ

た
個
々
の
学
生

の
学
修
成
果
（
強
み
と
弱
み
）
を
把
握
し
て
最
も
有
効
な
修
学
プ

ロ
セ
ス
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｒ
活
動
と
組
み
合
わ
せ
て
教

育
の
内
容
や
方
法
の
見
え
る
化
と
改
善
に
取
り
組
む
。
本
学
の
こ

れ
ら
の
活
動
は
、
文
部
科
学
省
の
２
０
１
４
年
度
「
大
学
教
育
再

生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

６�　
正
課
外
活
動「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
オ
ナ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」�

の
充
実
に
つ
い
て

　

本
学
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
自
ら
考
え
行
動
す
る
技
術
者
」
を

育
成
す
る
教
育
は
、
学
生
の
積
極
的
か
つ
創
造
的
な
活
動
の
推
進

を
図
る
う
え
で
、
正
課
に
お
い
て
は
「
学
力
（
基
礎
力
と
専
門

力
）」、
正
課
外
で
は
「
人
間
力
（
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
の
で
き

る
力
）」
を
高
め
、
総
合
力
＝
「
学
力
」
×
「
人
間
力
」
を
効
果
的

に
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近

年
の
傾
向
と
し
て
正
課
外
活
動
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
苦
手
と
す
る

学
生
も
多
い
。
そ
こ
で
、
学
科・

課
程・

研
究
室
に
関
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
産
学・

地
域
連
携
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
夢
考
房

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
か
ら
な
る
Ｋ
Ｉ
Ｔ
オ
ナ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

は
じ
め
と
す
る
１
２
８
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
学
生
が
自
ら
興
味
を
持
っ
て
積
極
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
画
し
、
計
画
的
な
学
修
や
自
ら
学
ぶ
姿
勢
、
問
題
の
発
見・

解
決
能
力
な
ど
を
育
成
す
る
チ
ー
ム
活
動
と
い
っ
た
学
生
主
体
の

支
援
、
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
の
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
正
課
外
の
活
動
成
果
と
し
て
は
、
夢
考
房
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
代
表
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ

正課と正課外の連携（イメージ）

個
々
の
学
生
の
能
力
と
意
欲
を
引
き
出
す

異
文
化
融
合

電気材料⇒バッテリーの改善
材料科学⇒ボディーの軽量化
流れ学⇒空気抵抗の計算
材料工学⇒強度の計算
電気回路⇒駆動体の制御
エネルギー電気化学

×

実験心理学⇒心理効果の実証
知覚心理学⇒商品設計
マーケティング戦略
分析化学⇒成分分析

×

感性形成演習⇒感動を与える
3Dドローイング⇒映像イメージ
ゲーム作成演習⇒演出効果
プログラミング⇒映像の制御

×

小さなバッテリーの電力でどれだけ
長い距離を走れるか

心理学を応用した商品開発

複雑な構造にプロジェクション
マッピングを映し出す

e-シラバスで連動
授業科目（学力）課外活動（人間力）
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ボ
コ
ン
２
０
１
３
」
日

本
大
会
で
優
勝
し
、「
Ａ

Ｂ
Ｕ
ア
ジ
ア・

太
平
洋

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト　

ベ
ト
ナ
ム・
ダ
ナ
ン
」

で
も
優
勝
し
て
ロ
ボ
コ

ン
世
界
一
と
な
っ
た
ほ

か
、
多
く
の
成
果
や
記

録
を
残
し
て
い
る
。

主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

産�

学・

地
域
連
携
教
育
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：

マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
調

査
に
よ
る
商
店
街
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、金
沢
マ
ラ
ソ
ン〝
お
も
て
な
し
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

小
学
生
と
英
語
で
学
ぶ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

夢�

考
房
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
、
人
力
飛
行
機
、
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど

課�

程・

学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
珠
洲
市
を
対
象
と
し
た
地
域
防
災
と
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
、
防
災・

減
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
地
域
連
携
に
よ
る
企
画
力
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

７　
多
様
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
の
た
め
に

　

高
校
ま
で
の
課
程
や
学
習
形
態
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
多
様
化

す
る
学
生
に
対
す
る
的
確
な
（
個
々
の
学
生
に
合
っ
た
）
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
と
指
導
が
、
大
学
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大

学
教
育
に
お
い
て
は
、
従
来
型
の
教
育
課
程
（
正
課
）
の
み
の
教

育
で
は
な
く
、
課
程
間
（
基
礎
教
育
と
専
門
教
育
）
の
連
携
の
ほ

か
、
正
課
と
正
課
外
の
連
携
、
地
域
と
の
連
携
や
産
学
連
携
な
ど

を
通
し
て
、
学
生
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
視
点
か
ら
問
題

を
発
見
し
、
解
決
策
を
提
案
す
る
な
ど
、
大
学
と
地
域
が
密
接
に

関
係
し
た
教
育
の
実
践
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
学
校
基
本
調
査
で
大
学
数
７
７
９
校
の
う
ち
77
％

を
占
め
る
私
立
大
学
で
は
、
大
学
の
理
念
や
教
育
目
標
を
踏
ま
え

た
教
育
の
実
践
が
可
能
で
あ
り
、「
正
課
×
正
課
外
」
教
育
の
導
入

は
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
多
様
な
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
や
社
会
人
基
礎
力
な
ど
の
実
力
を
身
に
付
け
た

学
生
を
育
成
し
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て
存
在
を
示
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
正
課
×
正
課
外
教
育
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
さ
ら
な
る
展
開
を
軸
に
、
オ
ー
プ
ン
で
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
整
備
を
強
く
推
進
し
た
い
。�

夢考房プロジェクトの活動メンバー
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は
じ
め
に

　

正
課
外
教
育
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｓ
（Student Personnel Service

：

厚
生
補
導・

学
生
助
育
）
の
理
念
に
基
づ
く
、
学
生
の
成
長
発
達

支
援
を
指
す
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
部
省
大

学
学
術
局
学
生
課
（1953

）
に
よ
る
と
、
学
生
助
育
の
理
念
は
「
学

生
を
各
種
の
人
間
的
欲
求
を
持
っ
て
生
活
し
成
長
す
る
主
体
で
あ

る
と
見
な
す
観
点
に
立
ち
、
そ
の
発
達
と
成
熟
を
助
長
し
援
助
す

る
一
切
の
活
動
」
で
あ
り
、
ま
た
「
広
義
の
教
育
活
動
の
一
環
で

あ
り
、
あ
る
い
は
教
育
そ
の
も
の
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た

２
０
０
０
年
に
文
部
省
高
等
教
育
局
か
ら
報
告
さ
れ
た
「
大
学
に

お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
―
学
生
の
立
場
に
立
っ

た
大
学
づ
く
り
を
目
指
し
て

―
」
で
は
、
こ
ん
に
ち
の
大
学
生

を
「
自
由
で
豊
か
な
時
代
を
生
き
な
が
ら
、
他
者
と
の
つ
な
が
り

を
希
薄
化
さ
せ
、
心
の
悩
み
に
遭
遇
す
る
な
ど
新
し
い
問
題
に

直
面
し
て
い
る
」
と
し
、「
今
後
は
、
総
体
と
し
て
教
員
の
研
究
に

重
点
を
置
く
『
教
員
中
心
の
大
学
』
か
ら
、
多
様
な
学
生
に
対
す

る
き
め
細
か
な
教
育・

指
導
に
重
点
を
置
く
『
学
生
中
心
の
大
学
』

へ
と
、
視
点
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
」
と
し
た
。
そ
の
た
め

に
、「
学
生
が
社
会
と
の
接
点
を
持
つ
機
会
を
多
く
与
え
た
り
、
ま

た
、
学
生
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
各
大
学
が
そ
れ

ぞ
れ
の
理
念
や
教
育
目
標
を
踏
ま
え
」
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
、

さ
ら
に
「
従
来
、
正
課
教
育
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

て
き
た
正
課
外
教
育
の
意
義
を
捉
え
直
し
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
積
極
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
示
し
た
。

　

立
教
大
学
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
学
士
課
程
統
合
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
展
開
す
る
。
こ
こ
に
は
正
課
教
育
と
正
課
外
教
育
の
統
合

的
展
開
も
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
正
課
外
教
育
に
よ
る
学

特
集

特
徴
あ
る
正
課
外
教
育
で
学
生
を
教
育
す
る

正
課
外
教
育
の
も
つ
教
育
力

逸
見 

敏
郎
●
立
教
大
学
文
学
部
教
授
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生
の
成
長
発
達
支
援
に
つ
い
て
、
本
学
の
正
課
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
『
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
』（http://s.rikkyo.

ac.jp/challenge

）
を
も
と
に
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１　
大
学
生
の
成
長
発
達
支
援
の
必
要
性

①　

学
生
を
把
握・
理
解
す
る

　

先
の
報
告
書
（2000
）
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
大
学
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
中
で
多
様
な
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
時
代
の
変
化
の
中
で
生
活
経
験
が
乏
し
い
学
生
も
増

え
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
大
学
生
の
幼
児
化
と
も
呼
ば
れ
る
状
況
に

直
面
す
る
事
態
も
生
じ
て
い
る
。
加
え
て
、
高
校
期
ま
で
の
い
わ

ば
「
や
り
残
し
」
を
抱
え
て
進
学
し
て
来
る
学
生
も
少
な
か
ら
ず

い
る
。
そ
れ
は
、
他
者
と
の
協
働
体
験
で
あ
っ
た
り
、
自
己
決
定

体
験
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
い
じ
め
ら
れ
体
験
に
よ
る
心
理
的

な
傷
つ
き
か
ら
の
回
復
な
ど
で
あ
っ
た
り
と
、
多
岐
に
わ
た
る
。

一
方
で
、
以
前
と
変
わ
ら
な
い
の
は
、
大
学
は
学
生
に
と
っ
て
就

労
前
の
最
後
の
教
育
機
会
の
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
学
生
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
限
ら
れ
た
修
業
年
限
の
な

か
で
扱
う
こ
と
は
難
題
も
多
い
が
、
学
生
が
現
在
の
学
び
の
場
を

自
分
の
母
校
と
し
て
個
人
の
歴
史
に
刻
ん
で
い
く
た
め
に
、
学
生

を
援
助
し
育
て
て
い
く
こ
と
は
大
学
の
教
職
員
に
と
っ
て
避
け
て

は
通
れ
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
正
課
外
教
育
は
戦
略
的
に

検
討
し
、
計
画
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
正
課

外
教
育
の
対
象
と
な
る
自
校
の
学
生
理
解
に
関
し
て
、
ブ
ロ
ン
フ
ェ

ン
ブ
レ
ン
ナ
ー
（1996

）
の
生
態
学
的
環
境
の
知
見
を
援
用
す
る

と
、
次
の
よ
う
な
視
点
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

ａ 

）
マ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
：
発
達
理
論
や
思
春
期
青
年
期
心
理
学・

精
神
医
学
、
教
育
学
な
ど
の
知
見
が
明
ら
か
に
す
る
大
学
生

ｂ 

）
エ
ク
ソ
シ
ス
テ
ム
：
現
代
の
青
年
文
化
、
流
行
を
ま
と
う
大

学
生

ｃ 

）
メ
ゾ
シ
ス
テ
ム
：
現
代
の
日
本
の
大
学
に
在
籍
し
て
い
る
大

学
生

ｄ 

）
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
：
勤
務
先
の
大
学
に
在
籍
し
、
地
域
性

や
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
大
学
の
教
育
シ
ス
テ
ム
、
ス
ク
ー

ル
カ
ラ
ー
、
学
生
の
学
力
な
ど
を
ま
と
っ
た
大
学
生

　
「
最
近
の
大
学
生
は
変
わ
っ
た
」
と
い
う
言
説
が
あ
る
が
、
本
当

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
マ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
か
ら
学
生
を
見
て
い
た
り
、

あ
る
い
は
自
身
の
学
生
時
代
を
基
準
に
し
て
学
生
を
見
て
い
る
こ

と
か
ら
生
じ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計

画
す
る
場
合
、
耳
に
す
る
言
説
を
前
提
に
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ

ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
大
学
生
を
把
握
し
、
理
解
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
基
に
重
層
的
に
自
校
の
学
生
を
把

握
し
、
そ
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
明
確
に
し
て
正
課
外
教
育
プ
ロ
グ
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ラ
ム
を
計
画
す
る
こ
と
が
、
参
加
学
生
の
成
長
発
達
支
援
に
つ
な

が
る
。
な
か
で
も
、
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
自
校
の
学

生
を
把
握
し
、
建
学
の
精
神
や
教
育
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
、

換
言
す
れ
ば
自
校
の
強
み
を
生
か
す
方
向
で
、
考
え
る
こ
と
は
、

正
課
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
際
に
効
果
的
な
手
法
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

②　

体
験
が
効
果
的
で
あ
る

　

報
告
書
（2000

）
に
示
さ
れ
た
「
正
課
外
教
育
の
意
義
」
と
は

何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
高
校
ま
で
の
生
活
体
験
が
乏
し
く
、
ま

た
比
較
的
等
質
化
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
に
お
け
る
学
生
の

日
常
生
活
の
中
で
、
異
質
な
者
、
異
質
な
事
象
と
の
出
会
い
で
あ

り
、
そ
の
体
験
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
近
年
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
常
時
携
帯
し
、

掌
中
の
携
帯
端
末
か
ら
世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
自
分
の
操
作
に
よ
り
画
面
を
通
し
て
知
る
こ
と
と
、
実

際
の
対
象
に
向
き
合
い
、
自
分
と
他
者
と
の
交
流
を
通
し
、
自
分

の
五
感
を
使
っ
て
知
る
こ
と
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
体
験
は

相
互
性
の
知
を
獲
得
す
る
方
途
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
相
互
性

の
知
を
得
る
過
程
に
は
、
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
り
、
傷
つ
き
傷

つ
け
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
験
そ
の
も

の
が
、
自
分
の
認
識
を
相
対
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
相
互
の

違
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
協
働
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
観
念
や

抽
象
的
な
出
会
い
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
な
体
験
と
し
て
の
出
会
い

は
、
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
が
明
ら
か
に
し
た
人
間
発
達
に
必
要
な
外
的

記
号
、
要
因
そ
の
も
の
で
あ
り
、
体
験
の
場
や
関
係
性
に
導
か
れ

て
、
学
生
は
自
分
自
身
で
新
た
な
発
達
を
生
み
出
す
。

　

さ
ら
に
、
体
験
は
偶
然
と
の
出
会
い
で
も
あ
る
。
体
験
の
相
互

性
の
中
で
は
、
自
分
の
想
定
を
超
え
た
他
者
、
事
象
や
状
況
に
直

面
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
予
期
し
な
い
偶
然
と
の
出
会
い
に
つ

い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ク
ラ
ン
ボ
ル
ツ
は
、
１
９
９
９
年

に
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
の
80
％
は
、
予
期
せ
ぬ
出
来
事
に
よ
っ
て 

形
成
さ
れ
る
と
い
う
「
計
画
さ
れ
た
偶
発
性
理
論
（Planned 

H
appenstance T

heory

）」
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、

米
国
の
社
会
人
対
象
の
調
査
の
結
果
、
18
歳
時
に
考
え
て
い
た
職

業
に
就
い
て
い
る
人
は
、
全
体
の
約
２
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い

う
。
こ
れ
は
、
人
生
は
予
期
で
き
な
い
も
の
、
と
い
う
こ
と
と
通

底
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
先
の
４
つ
の
大
学
生
理
解

を
基
に
し
た
正
課
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
学
生
が
体
験
し

て
い
る
世
界
を
超
え
た
出
会
い
を
計
画
的
に
作
り
出
す
こ
と
は
、

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
通
じ
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
が
も
た
ら
す
意
義
を
踏
ま
え
る
と
、
学
生
支

援
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
学
生
が
４
年
間
の
学
生
生
活
の
中

で
異
質
な
も
の
と
出
会
い
、
自
己
成
長
に
つ
な
が
る
体
験
が
で 

き
る
よ
う
に
計
画
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
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ろ
う
。２　

立
教
大
学
の
正
課
外
教
育

　

本
学
の
正
課
外
教
育
を
中
心
と
し
た
学
生
の
成
長
発
達
を
目
的

と
す
る
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、『
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ  

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
』
を
手
が
か
り
に
概
観
し
て
み
た
い
。

①　

学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
は
じ
ま
り

　

立
教
大
学
は
「
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
人
間
教
育
」
を
建
学
の

精
神
と
し
、
真
理
の
探
究
と
共
生
の
態
度
の
涵
養
を
教
育
活
動
全

般
を
と
お
し
て
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
通
奏
低
音

と
し
な
が
ら
、
学
生
部
と
学
生
相
談
所
は
１
９
５
０
年
代
半
ば
か

ら
、
そ
の
時
々
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
学
生
の
特
性
を
踏
ま
え
、

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
大
学
生
期
の
心
理
社
会
的
テ
ー
マ
で
あ
る
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
を
促
す
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
正
課
外

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
き
た
。
ま
た
１
９
８
０
年
代
に
入

る
と
、
チ
ャ
プ
レ
ン
室
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
な
か
で
生
き
る

人
々
と
の
交
流
を
通
し
、
学
生
自
身
の
気
づ
き
を
目
的
と
す
る
キ
ャ

ン
プ
を
国
内
外
で
展
開
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
２
０
０

０
年
代
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
本
格
的
に
始
め
た
。
こ

れ
ら
の
正
課
外
教
育
の
成
果
は
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、
２
０
０
６
年
度
文
部
科
学
省
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
Ｇ
Ｐ
）」
に
採
択
さ
れ
た
（http://s.rikkyo.

ac.jp/RU
N

S

）。

②　
『
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
』

　

２
０
０
５
年
時
点
で
、
本
学
の
正
課
外
教
育
に
お
け
る
学
生
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
事
務
部
局
を
主
管
と
し
て
約
１
１
０
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
年
間
を
通
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
学
生
に
周
知
さ
せ
、
参
加
の
利
便
性
を
高
め
る
方
法

を
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
折
し
も
、
文
部
科
学
省
の
「
２

０
０
５
年
度　

特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
Ｇ

Ｐ
）」
に
、
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「『
立
教
科
目
』

―
建
学

の
精
神
か
ら
学
ぶ
科
目
展
開

―
」
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
事
業
の

一
つ
と
し
て
『
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
』
が
作
成

さ
れ
た
。
現
在
ま
で
年
度
ご
と
に
作
成
さ
れ
、
２
０
１
５
年
度
版

は
新
入
生
に
は
冊
子
と
し
て
全
員
に
配
付
し
、
在
学
生
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
閲
覧
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
時
に
は
、
誰
で
も
、
不
安

と
期
待
と
が
入
り
交
じ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
の
大
学
生

は
、
他
者
か
ら
見
ら
れ
る
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
保
持
す
る
た
め
、「
失

敗
回
避
行
動
」
や
「
イ
イ
子
志
向
」
の
行
動
が
特
徴
と
し
て
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
在
学
生
の
約
７
割
が
首
都
圏
在
住
の
自
宅
生
と
い

う
本
学
で
は
、「
自
宅
―
大
学
―
バ
イ
ト
先
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

の
内
側
を
生
活
圏
と
す
る
学
生
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
学

生
の
状
況
を
元
に
、ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
と
い
う
語
に
我
々
は
、

特集 特徴ある正課外教育で学生を教育する
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何
事
で
も
未
体
験
の
こ
と
を
始
め
る
時
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
は
挑
戦
す
る
こ
と
だ
、
と
い
う
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、『
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ 

２
０
１
５
年

版
』
に
は
、「
Ａ
．
立
教
生
に
な
る
」「
Ｂ
．
学
ぶ
」「
Ｃ
．
学
生
同

士
で
支
え
合
う
」「
Ｄ
．
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
を
体
験
す
る
」
の
４
カ

テ
ゴ
リ
ー
、
計
61
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
Ａ
．
立
教

生
に
な
る
」
は
自
校
教
育
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
、
ま
ず
は
自
分
の

通
う
大
学
を
多
面
的
に
知
り
、
活
用
で
き
る
施
設
や
機
会
を
知
る

こ
と
を
促
す
こ
と
が
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。「
Ｃ
．
学
生
同
士

で
支
え
合
う
」
は
、
学
生
同
士
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
意
識
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
２
つ
の
点
で
意
義
が
あ
る
。
１
つ

目
は
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
の
学
生
は
、
活
動
に
参
加
す
る
事
前
研

修
の
段
階
で
自
分
自
身
が
本
学
に
進
学
し
た
こ
と
、
入
学
し
て
か

ら
や
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
る
機
会
と
な
る
。
自
分
の
体

験
を
振
り
返
り
、
言
語
化
す
る
時
、
多
く
の
学
生
は
矮
小
化
し
た

自
己
を
語
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
間
で
相
互
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
行
う
過
程
で
、
自
分
の
体
験
の
唯
一
無
二
性
を
指
摘

さ
れ
、
そ
れ
に
気
づ
く
な
か
で
、
等
身
大
の
自
己
を
語
り
始
め
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
自
己
肯
定
感
を
形
成
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
で
も
あ
る
。
２
つ
目
は
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
側
の
学

生
の
影
響
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
上
級
生
が
下
級
生
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
が
、
最
近
は
サ
ー
ク
ル
活
動
で
さ
え
も
異
学
年
交
流
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
そ
れ
は
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

な
る
上
級
生
と
出
会
う
機
会
な
の
で
あ
る
。
自
分
の
体
験
を
堂
々

と
語
る
上
級
生
を
見
て
、
自
分
も
あ
の
よ
う
に
な
り
た
い
、
活
動

し
て
み
た
い
、
と
動
機
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
た
学
生
が
次
年
度
以
降
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
に
回
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。

　

最
後
に
「
Ｄ
．
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
を
体
験
す
る
」
は
、
本
学
が

１
９
５
４
年
に
「
教
員
と
共
に
青
春
を
語
り
、
人
生
を
探
究
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
立
教
キ
ャ
ン
プ
を
始
め
て
以
来
、
伝
統
的
な
体
験

中
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
日
常
を
離

れ
、
日
常
を
逆
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
を
知
る
」
で
あ

る
。
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社
会
の
光
が
届
き
に
く
い
場
所
や

そ
こ
で
生
活
す
る
人
々
の
と
こ
ろ
に
赴
き
、
限
ら
れ
た
期
間
と
は

い
え
生
活
を
共
に
す
る
。
そ
の
時
間
と
空
間
を
共
有
し
た
体
験
が
、

メ
ン
バ
ー
間
の
相
互
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク（
時
に
熱
を
帯
び
、深
夜
に

お
よ
ぶ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
）
を
通
し
て
自
分
自
身
の
日

常
生
活
の
在
り
様
や
生
き
方
な
ど
を
自
問
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

こ
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
引
率
は
職
員
が
中
心
で
あ
る
。
引
率

ス
タ
ッ
フ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
、
学

生
同
士
の
相
互
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
時
間
へ
の
関
わ
り
方
が
非
常

に
重
要
な
業
務
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
学
生
と
一
緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
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に
参
加
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
時
間
に
は
自
分

の
体
験
を
言
語
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
一
人
の
体
験
者
と

し
て
、
自
分
自
身
の
体
験
を
学
生
の
前
で
語
る
の
で
あ
る
。
こ
の

ス
タ
ッ
フ
の
語
り
が
、
時
と
し
て
学
生
の
相
互
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
刺
激
し
、
体
験
を
深
化
さ
せ
る
。
学
生
の
自
分
自
身
の
あ
り
よ

う
に
新
し
い
気
づ
き
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
同
時
に
ス
タ
ッ
フ
に

は
、
学
生
の
体
験
と
言
葉
を
結
び
つ
け
た
り
、
お
ざ
な
り
の
言
葉

で
済
ま
す
こ
と
が
無
い
よ
う
に
発
言
を
吟
味
す
る
と
い
っ
た
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
も
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
安
全
管
理
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
上
の
役

割
を
担
い
な
が
ら
も
、
体
験
者
と
し
て
は
学
生
と
対
等
の
立
場
に

い
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。こ
れ
は
、非
構
成

的
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
や

ト
レ
ー
ナ
ー
の
役
割
と
類
似
の
役
割
と
機
能
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

③　

正
課
外
活
動
の
支
援
を
め
ぐ
っ
て

　

本
学
に
お
い
て
、
正
課
外
教
育
に
お
け
る
学
生
の
成
長
発
達
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
が
、
比
較
的
早
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

職
員
が
主
体
と
な
っ
て
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
理
由
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
職
員
が
持
つ
、
先
述
し
た
よ

う
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク・

ス
キ
ル

の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
源
の
一
つ
は
、
職
員
が
、
学
内
の

キ
リ
ス
ト
教
教
育
研
究
所
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
で
１
９
６
０
年
頃
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
職
員
研
修
の
一

環
と
し
て
参
加
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
、
全
米
教
育
協
会
訓
練
部
門
が
開
発
し
た
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

方
式
に
よ
る
「
人
間
関
係
訓
練
」
を
起
源
と
す
る
。
こ
の
訓
練
の

開
発
と
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
米
国
聖
公
会
教
育
局
の
支
援
に
よ

り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
設
立
さ
れ
、
１
９
６
２
年
に
本
学
附
設
の
研
究
所

と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
学
の
起
源
が
米
国
聖
公
会
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
当
時
、
新
た
な
対
人
関
係
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
世
界
を

席
捲
し
て
い
た
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
国
内
で
い
ち
早

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
体
験
し
た

職
員
が
、
正
課
外
教
育
に
そ
の
体
験
を
生
か
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
学
生
支
援
関
連
の
Ｓ
Ｄ
が
早
期
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
体
験
は
世
代
を
超
え
て
職
員
に
受
け
継
が
れ

て
、
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
読
み
、
個
々
の
学
生
に
対
す
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ス
キ
ル
を
習
得
し
た
職
員
が
こ
れ

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
っ
て
き
た
。

　

２
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
国
内
最
初
期
の
１
９
５
４
年
に
学
生

相
談
所
が
開
設
さ
れ
、
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
イ
ン
テ
ー
カ
ー
の

職
員
が
、
学
生
部
窓
口
や
チ
ャ
プ
レ
ン
室
と
も
ど
も
本
学
学
生
の

変
容
に
つ
い
て
定
点
観
測
す
る
機
能
を
担
っ
て
き
た
こ
と
を
挙
げ

た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
社
会
の
変
化
と
連
動
す
る
マ
イ
ク
ロ
レ
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ベ
ル
の
学
生
の
質
の
変
容
を
、
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
観
察
さ
れ
た
学
生
の
変
容
に
伴
っ
て
正
課

外
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
態
や
内
容
を
見
直
し
、
そ
の
時
々
の
学
生
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
学
は
、
正
課
外
教
育
に
お
い
て
、
建
学
の
歴
史

と
教
育
の
理
念
を
踏
ま
え
、
ま
た
そ
れ
を
強
み
と
し
て
生
か
せ
る

よ
う
な
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

３　
正
課
外
教
育
と
正
課
教
育
の
融
合

　
『
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
』
の
「
Ｂ
．
学
ぶ
」

の
中
に
は
、
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
学
生
部
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
事
務
部
局
が
提
案
し
、
主
管
す
る
科
目
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
が
正
課
外
教
育
で
行
っ
て
き
た
内
容

を
、
正
課
授
業
と
し
て
多
数
の
学
生
を
対
象
と
す
る
場
で
展
開
す

る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
科
目
群
は
、
正
課
外
教
育
と

正
課
教
育
の
融
合
の
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
本
学
は
２
年
間
の
試
行
を
経
て
、
２
０
１
６
年
度
か

ら
「
立
教
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｒ
Ｓ
Ｌ
）」
を
本
格
的
に
展
開

す
る
。
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
社
会
的
課
題
に
つ
い
て
教
室

で
の
学
修
を
基
礎
と
し
、
現
場
で
実
際
に
活
動
を
行
い
、
そ
の
２

つ
の
成
果
を
教
室
で
総
合
的
に
省
察
す
る
教
育
方
法
で
あ
る
。
社

会
的
課
題
と
し
て
は
、
過
疎
高
齢
化
の
山
村
に
お
け
る
雪
堀
り
、

生
活
困
窮
家
庭
の
中
学
生
の
学
習
支
援
な
ど
を
設
定
し
て
い
る
。

　

正
課
外
教
育
と
正
課
教
育
の
Ｒ
Ｓ
Ｌ
を
往
還
す
る
学
び
に
つ
い

て
、
学
生
の
体
験
と
学
修
の
経
緯
を
示
し
て
み
よ
う
。

　

２
年
生
の
夏
、
学
生
Ａ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す

る
小
学
生
対
象
の
キ
ャ
ン
プ
に
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
。

他
者
と
関
わ
る
充
実
感
を
体
験
し
た
、
と
い
う
。
そ
し
て
秋
学
期
、

「
Ｒ
Ｓ
Ｌ
雪
堀
り
」
の
授
業
を
受
講
し
、
豪
雪
地
の
山
村
に
あ
る
高

齢
世
帯
の
屋
根
の
雪
堀
り
活
動
を
行
っ
た
。
Ａ
は
、
今
ま
で
の
学

生
生
活
で
体
験
し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
高
齢
者
と
の
関
わ
り
の
楽

し
さ
や
、
過
疎
高
齢
化
の
地
で
は
あ
る
が
、
住
民
が
協
働
し
て
暮

ら
し
、
作
り
手
の
見
え
る
農
産
物
を
食
す
る
生
活
の
豊
か
さ
を
実

感
し
た
と
の
感
想
を
残
し
た
。
３
年
生
に
進
級
し
た
Ａ
は
、「
Ｒ
Ｓ

Ｌ
雪
堀
り
」
の
受
講
生
と
共
に
、
年
間
を
通
し
て
そ
の
山
村
に
通
っ

て
山
村
と
都
市
の
有
機
的
関
係
を
作
り
出
す
企
画
を
立
案
し
、
学

内
の
活
動
援
助
金
を
獲
得
し
て
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
学
び
の
プ

ロ
セ
ス
の
よ
う
に
、
正
課
外
活
動
を
入
口
と
し
て
正
課
で
の
学
び

を
自
主
企
画
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
双
方
の
学
び
の
シ
ナ
ジ
ー

効
果
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
３
年
生
の
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
生
活
困
窮
家
庭
の
中
学
生
の
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
た

学
生
Ｂ
は
、
卒
業
前
に
こ
の
活
動
の
意
義
や
意
味
を
学
び
た
い
と

「
Ｒ
Ｓ
Ｌ
学
習
支
援
」
を
受
講
し
、
自
分
の
活
動
の
社
会
的
意
義
を

再
確
認
し
た
と
い
う
感
想
を
残
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
正
課
外
教
育
と
正
課
教
育
を
往
還
し
な
が
ら
自

ら
の
学
修
課
題
を
深
め
、
社
会
的
活
動
を
通
し
て
、
自
分
が
関
わ
っ

た
社
会
的
課
題
を
自
分
自
身
の
中
に
位
置
付
け
な
が
ら
、
自
ら
を

社
会
に
定
位
さ
せ
て
い
く
学
び
を
学
生
自
身
が
選
択
し
、
大
学
で

の
学
び
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
正
課
外
教
育
と
正
課
教
育
の

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
融
合
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

正
課
外
教
育
に
参
加
す
る
学
生
の
動
機
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、

自
分
を
変
え
た
い
、
本
当
の
自
分
に
出
会
い
た
い
、
あ
る
い
は
他

者
と
交
流
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
体
験
を
重
視

す
る
正
課
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
に
と
っ
て
非
日
常
的
出

来
事
の
連
続
で
あ
る
。
そ
れ
は
学
生
を
圧
倒
す
る
。
ま
た
、
共
通

の
体
験
を
も
と
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
あ
う
参
加
者
同
士
は
、
自

ず
と
心
理
的
距
離
が
縮
ま
り
、
高
揚
感
に
包
ま
れ
、
い
わ
ば
祝
祭

的
空
間
に
身
を
お
く
こ
と
に
な
る
。
正
課
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
、
学
生
が
自
己
変
革
、
自
己
覚
醒
、
他
者
と
の
交
流
な
ど

を
体
験
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、

学
生
が
体
験
主
義
の
隘
路
に
陥
っ
た
り
、
自
分
に
付
加
価
値
を
付

け
る
目
的
で
参
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
西
尾
ら
（2015

）
は
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
対
象
に
分
析
し
、
参
加
者
の
自
己

承
認
欲
望
を
超
克
し
、
関
わ
り
の
対
象
が
内
在
す
る
構
造
的
課
題

に
向
き
合
う
こ
と
が
新
た
な
共
同
性
を
創
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
正
課
外
教
育
を
検
討
す
る
上
で

重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
正
課
外
教
育
体
験
を
省
察
に 

よ
っ
て
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
ら
が
関
わ
っ
た
場
や
他
者
が

持
つ
社
会
的
課
題
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
学
生

の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
高
め
る
教
育
の
機
能
を
も
果
た
す
の
で

あ
る
。 

●
参
考
文
献

＊
ブ
ロ
ン
フ
ェ
ン
ブ
レ
ン
ナ
ー 

磯
貝・

福
富
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１
９
９
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人
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発
達
の
生
態
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（
エ
コ
ロ
ジ
ー
）．
川
島
書
店

＊
文
部
省
高
等
教
育
局 

２
０
０
０　
「
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の

充
実
に
つ
い
て

―
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
大
学
づ
く
り
を
目
指

し
て

―
（
報
告
）」（http://goo.gl/H

kG5W
Z

）

＊
文
部
省
高
等
教
育
局
学
生
課
編 

１
９
５
３　
「
学
生
助
育
総
論

―
大
学
に
お
け
る
新
し
い
学
生
厚
生
補
導
」

＊
西
尾
雄
志・

山
口
健
一・

日
下
渉 

２
０
１
５　

承
認
欲
望
の
社

会
変
革
：
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
み
る
若
者
の
連
帯
技
法
．
京
都
大

学
学
術
出
版
会
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東
洋
大
学
の
創
立
者
で
あ
る
井
上
円
了
は
、
海
外
渡
航
が
困
難

だ
っ
た
明
治
期
に
単
身
で
三
度
に
わ
た
っ
て
世
界
を
巡
る
視
察
を

敢
行
し
、
欧
米
の
教
育
を
日
本
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、
海
外
視

察
で
得
た
見
聞
を
民
衆
に
伝
え
た
国
際
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
国
際
感
覚
に
富
ん
だ
創
立
者
の
精
神
を
継
承
す
る
本
学
は
、

時
代
や
環
境
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
球
規
模
の

視
点
か
ら
物
事
を
捉
え
、
自
ら
の
未
来
を
切
り
開
く
こ
と
の
で
き

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
の
育
成
を
め
ざ
し
、
２
０
１
２
年
４
月
、「
グ

ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）」
を
設
立
し
た
。

１�　
グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
の�

教
育
目
標
と
主
な
講
座

　

本
セ
ン
タ
ー
の
教
育
目
標
は
、
本
学
の
建
学
理
念
の
一
つ
で
あ

る
「
独
立
自
活
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
、
哲
学
す
る
チ
カ
ラ
を
基
盤
と
す
る
社
会
貢
献
者
と
し

て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
財
の
育
成
で
あ
る
。

　

対
象
は
３・

４
年
次
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
到
達
段
階
に
沿
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
初
年
次
か
ら
実
施

し
、
そ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
学
生
自
ら

が
将
来
へ
の
目
標
を
見
つ
け
、
自
信
を
持
っ
て
社
会
に
巣
立
つ
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
を
、
本
セ
ン
タ
ー
は
め
ざ
し
て
い
る
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
３
期
３
年
の
間
、
本
学
が
擁
す

る
11
学
部
の
学
生
に
向
け
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（Project Based Learning

）
型
講
座
、
国
内・

海
外
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
、
留
学
生
就
職
支
援
講
座
な
ど
、

独
自
の
正
課
外
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
数
多
く
実
施
し
て
き
た
。

特
集

特
徴
あ
る
正
課
外
教
育
で
学
生
を
教
育
す
る

哲
学
す
る
チ
カ
ラ
を
基
盤
と
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
東
洋
大
学
の
取
り
組
み柳

川 

悦
子
●
東
洋
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
、
広
報
担
当
部
長
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各
講
座
に
お
い
て
は
、
外
部
講
師
か
ら
仕
事
の
内
容
や
実
社
会

で
の
経
験
を
ふ
ま
え
た
講
話
を
う
か
が
い
、
仕
事
の
多
様
性
や
働

く
こ
と
の
意
義
な
ど
、
学
生
自
ら
の
職
業
意
識
の
啓
発
を
行
っ
て

い
る
。

　

こ
こ
で
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
現
在
ま
で
に
開
講
さ
れ
て
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座
を
紹

介
し
た
い
。
１
つ
目
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関
連
企
業
で
の
働
き

方
を
テ
ー
マ
と
す
る
『
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・

ビ
ジ
ネ
ス
概
論
』。
毎

回
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関
連
産
業
で
活
躍
す
る
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

を
招
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
の
内
容
や
キ
ャ
リ
ア
構
築
の
体
験
を

聞
く
講
座
で
あ
る
。

　

ひ
と
口
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関
連
企
業
と
い
っ
て
も
、
幅
広
い

業
種
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
業
界
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
展
開

し
て
い
る
企
業
が
多
く
、
海
外
勤
務
の
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
か

つ
、
国
内
勤
務
で
あ
っ
て
も
海
外
か
ら
の
顧
客
と
の
接
触
は
日
常

茶
飯
事
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
業
界
を
軸
に
し
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
講
座
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
本
学
の
１・

２
年
次
の
学
生

に
と
っ
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
財
」
と
は
何
か
を
具
体

的
に
理
解
す
る
た
め
の
入
門
的
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
る
。

本
講
座
に
つ
い
て
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

２
０
１
２
年
度　

６
月
～
11
月
に
５
回
開
講

受
講
者
：
全
学
部　

１
～
４
年
生　

計
６
４
０
人

講
座
内
容
：「
旅
の
チ
カ
ラ
を
支
え
る
企
業
と
人
財
」、「
自
己
成

長
を
促
す
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
な
ど
。

２
０
１
３
年
度　

５
月
～
１
月
に
６
回
開
講

受
講
者
：
全
学
部　

１
～
４
年
生　

計
６
５
０
人

講
座
内
容
：「
自
分
で
５
年
後
に
納
得
で
き
る
就
活
と
は
？
」、

「
仕
事
を
し
て
い
る
自
分
の
姿
が
見
え
ま
す
か
」
な
ど
。

２
０
１
４
年
度　

６
月
～
12
月
に
５
回
開
講

受
講
者
：
全
学
部　

１
～
４
年
生　

計
４
６
０
人

講
座
内
容
：「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
日
本
で
唯
一
重
要
文
化
財
の

中
に
あ
る
ホ
テ
ル
～
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
が
目
指
す
も

の
」
な
ど
。

　

２
つ
目
と
し
て
、
海
外
で
広
く
事
業
展
開
し
て
い
る
日
本
企
業

の
最
前
線
で
働
く
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
く
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
人

財
概
論
』
が
あ
る
。
本
講
座
は
日
本
企
業
の
内
外
で
起
こ
っ
て
い

る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

２
０
１
２
年
度
か
ら
毎
年
３
～
４
回
開
講
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

『
ト
ッ
プ
の
賢
人
』、『
会
社
の
賢
人
』
と
い
う
講
座
で
は
、
銀
行
や
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ア
パ
レ
ル
な
ど
幅
広
い
業
種
の
企
業
か
ら
経
営
ト
ッ
プ
や
人
事
担

当
者
を
招
き
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
生
き
抜
く
力
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で

ご
講
演
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
年
間
を
通
じ
て
全
学
生
向
け

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座
を
毎
月
２・

３
回
程
度
開
講
し
て
お
り
、
学

内
ネ
ッ
ト
や
掲
示
板
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
周
知
し
、
積
極

的
な
参
加
を
促
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
講
座
は
、
学
生
の
職
業
意
識
の
啓
発
に
は
不
可
欠
の

も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
講
演
か

ら
学
ぶ
形
式
で
実
施
さ
れ
、
参
加
学
生
も
、
多
い
時
で
１
講
座
に

つ
き
２
０
０
人
以
上
、
少
な
い
時
で
も
50
人
ほ
ど
に
な
る
た
め
、

学
生
の
主
体
的
な
学
修
と
し
て
は
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
直
接
質

問
を
す
る
、
講
演
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
な
う
な
ど
の
方
法
に
限
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ら
の
講
座
と
並
行
し
て
、

学
生
が
主
体
的
に
考
え
る・

調
べ
る・

発
表
す
る
と
い
う
要
素
を

盛
り
込
み
、
学
生
が
よ
り
積
極
的
に
学
修
に
取
り
組
め
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
構
築
を
め
ざ
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
Ｐ

Ｂ
Ｌ
型
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
少
人
数
の
ゼ
ミ
形
式
で
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

２�　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座『
Ａ
Ｎ
Ａ
ゼ
ミ
』と

『
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

　

ま
ず
、
開
設
初
年
度
の
２
０
１
２
年
に
行
っ
た
『
Ａ
Ｎ
Ａ
ゼ
ミ
』

を
紹
介
す
る
。
本
セ
ン
タ
ー
が
少
人
数
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
型
の
講
座
を
開
講
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
研
究
テ
ー

マ
を
掲
げ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、「
学
生
た
ち
が
将
来
、
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
下
で

働
く
こ
と
に
な
る
の
か
」
を
想
定
し
て
検
討
し
た
結
果
、『
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
＝
多
様
性
』、
つ
ま
り
「
多
様
な
人
々
に
よ
る
多
様
な

働
き
方
」
を
ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
。

　

実
は
、
筆
者
自
身
が
過
去
に
勤
務
し
た
米
国
系
航
空
会
社
の
経

験
を
振
り
返
る
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
年
齢
、
国
籍
、
障
が
い
の
有

無
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
持
つ
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
差
異
を

意
識
す
る
こ
と
な
く
、
各
自
の
能
力
を
発
揮
し
て
働
い
て
い
た
こ

と
に
思
い
が
至
っ
た
。

　

本
学
の
学
生
が
リ
ア
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
を
体
験
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
多
様
な
人
々
に
よ
る
多
様
な
働
き
方
に
よ
っ
て
仕
事

の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
理
解
し
、
自
ら
の
働
き
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
機
会
を
与
え
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
状
で
は
、
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
世
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代
、
国
籍・

民
族
に
お
け
る
多
様
性
は
少
し
ず
つ
身
近
に
な
り
つ

つ
あ
る
一
方
、
障
が
い
者
に
対
し
て
は
あ
ま
り
思
い
が
至
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
人
財
戦
略
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
多
様
性
」
を
掲

げ
、
い
ち
早
く
障
が
い
者
の
雇
用
機
会
創
出
に
取
り
組
ん
で
き
た

全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
人
事
部
に
協
力
を
仰
ぎ
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー

プ
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
盤
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

講
座
を
開
設
し
た
の
で
あ
る
。

　

講
座
の
実
践
に
あ

た
っ
て
は
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
な
る

よ
う
学
生
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
大
幅
に
導
入

し
、
本
講
座
の
学
修
目

標
と
し
て
、「
障
が
い
者

の
就
労
、
雇
用
、
法
制

度
な
ど
の
実
態
調
査
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行

い
、
最
終
的
に
は
独
自

に
提
言
を
ま
と
め
る
こ

と
」
と
し
た
。
こ
う
し

て
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ゼ
ミ
は
２
０
１
２
年
６
月
か
ら
月
２
回
、
Ａ
Ｎ
Ａ
人

事
部
の
グ
ル
ー
プ
障
が
い
者
雇
用
推
進
室
長
や
Ａ
Ｎ
Ａ
人
財
大
学

部
員
が
講
師
と
な
り
、
短
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
め
て
計

15
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
産
学
連
携
の
指
導
体
制
の
も
と
、
５
学
部
（
文・

経
済・

経
営・

社
会・

国
際
地
域
）
の
２
年
生
15
人
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
各
企
業
へ
の
聞
き
取
り
調
査・

分
析
を
行
い
、
毎
回
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
繰
り
返
し
た
。

こ
の
講
座
は
単
位
認
定
さ
れ
る
科
目
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

参
加
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
毎
回
出
席
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
本
講

座
の
学
修
目
標
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
。
こ
の
講
座
を
通
し
て
、
学

生
各
々
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
本
質
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
得
た

よ
う
に
も
感
じ
て
い
る
。

　

一
方
、
キ
ャ
リ
ア・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｐ

Ｂ
Ｌ
型
講
座
）
と
し
て
開
講
し
た
い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

か
ら
、「
埼
玉
県
産
業
人
材
育
成
情
報
発
信
事
業　

埼
玉
県
内
企
業

魅
力
発
信
動
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　

埼
玉
県
の
施
策
協
力
依
頼
を
受
け
、
東
洋
大
学・

立
教
大
学・

早
稲
田
大
学
の
３
大
学
が
埼
玉
県
内
の
企
業
の
事
業
内
容
や
働
く

人
々
を
取
材
し
、
動
画
撮
影
を
実
施
。
撮
影
し
た
動
画
を
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
彩
の
国
は
た
ら
く
情
報
館
」
お
よ
び
「
埼
玉
県
内
企
業

ANAグループ障がい者雇用推進室にてプレゼンテーション
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魅
力
紹
介
シ
ス
テ
ム
」
に
掲
載
し
、
埼
玉
県
内
企
業
の
魅
力
を
広

く
発
信
し
た
。
こ
の
産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
専
門
教
員

の
指
導
の
も
と
取
材
対
象
企
業
の
調
査・

分
析
、
企
画
書
の
作
成
、

企
業
と
の
交
渉
、
取
材
、
動
画
編
集
、
納
品
ま
で
一
貫
し
て
学
生

が
行
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
２
０
１
４
年
３
月
の
経
済
産
業
省
主

催
「
社
会
人
基
礎
力
を
育
成
す
る
授
業
30
選
」
に
お
い
て
、
社
会

人
基
礎
力
の
効
果
的
な
育
成
を
実
践
す
る
大
学
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
た
。

３　
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ 
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

　
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
集
う
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
大
学
を
め
ざ
し
て

　

最
後
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事

業
の
中
で
も
、
参
加
学
生
が
毎
年
増
加
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
が

目
覚
ま
し
く
充
実
し
つ
づ
け
て
い
る
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

本
セ
ン
タ
ー
の
海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
独
自
に
開
拓
し
た
企
業

と
協
働
で
企
画・

立
案
し
て
実
施
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
、
教
育
内
容・

現
地
の
受
け
入
れ
体
制・

活
動
内
容・

危
機
管

理
体
制
な
ど
を
細
部
に
わ
た
っ
て
確
認・

精
査
し
た
上
で
本
学
学

生
に
推
奨
す
る
外
部
企
業
主
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
海
外
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
大
学
の
夏
季・

春

季
休
暇
中
に
３
～
５
週

間
に
わ
た
っ
て
実
施
す

る
も
の
で
、
現
地
で
の

総
研
修
時
間
数
は
約
90

～
１
４
０
時
間
程
度
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
を
希
望
す
る
学
生

は
、
本
セ
ン
タ
ー
主
催

の
説
明
会
へ
の
出
席
、

ま
た
は
個
人
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
、
お
よ
び
全
体
の
事
前・

事
後
学
修
と
成
果

報
告
会
に
必
ず
出
席
し
、
本
セ
ン
タ
ー
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る

こ
と
を
参
加
の
必
須
条
件
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
度
は
、
夏
季・

春
季
合
わ
せ
て
16
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
全
学
部
か
ら
85
人
の
学
生
が
参
加
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
参
加
を
希
望
す
る
学
生
の
語
学
力
や

社
会
性
な
ど
を
考
慮
し
て
、
１・

２
年
次
の
学
生
も
参
加
可
能
な

体
験
型
か
ら
、
現
地
の
企
業
見
学
、
現
地
学
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ カナダ・ケローナでのインターンシップ
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プ
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
含
む
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
の
後
に
、
実
習
先
企

業
か
ら
出
さ
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
沿
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー

チ
を
中
心
と
し
た
実
習
を
行
う
よ
う
な
高
学
年
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

ま
で
、
能
力
別
に
幅
広
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
夏
季
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
特
徴
あ
る
も
の
を
挙
げ

る
と
、
ス
ペ
イ
ン・
セ
ビ
リ
ア
で
語
学
を
学
び
、「
フ
ラ
メ
ン
コ
博

物
館
」
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
補
佐
な
ど
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ 

プ
。
米
国・

オ
レ
ゴ
ン
州
セ
ー
ラ
ム
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
ブ
ド
ウ
園

の
作
業
、
ワ
イ
ン
作
り
、

接
客
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

通
じ
て
ブ
ド
ウ
園
の
運

営
と
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
経

営
を
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
。
ま
た
、
米
国・

シ
ア
ト
ル
に
お
け
る
、

日
系
人
シ
ニ
ア
施
設
で

の
サ
ポ
ー
ト
、
日
系
人

の
歴
史
的
遺
産
や
文
化

を
保
存
し
、
福
祉
活
動

を
通
じ
て
地
域
交
流
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
く
の
学
生
の
動
機
や
興
味
の
対
象
に

添
え
る
よ
う
研
修
内
容
を
毎
年
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
る
。

　

一
つ
の
成
果
と
し
て
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
海
外
で
学
び
活
躍
し
た
い
と
い
う
意
欲

を
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
１・

２
年
次
の
学
生
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

の
点
数
に
応
じ
て
得
ら
れ
る
本
学
の
奨
学
金
制
度
を
活
用
し
て
、

３・

４
年
次
に
１
年
間
の
海
外
交
換
留
学
に
つ
な
げ
た
ケ
ー
ス
も

出
て
き
て
い
る
。

　

本
学
は
、
２
０
１
４
年
に
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
（
タ
イ
プ
Ｂ
）」
に
選
定・

採
択
さ
れ
た
。
対
象
と
な
っ
た
構

想
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ　

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ　

Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ　

グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
集
う
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
大
学
を
め
ざ
し
て
」

は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
原
石
で
あ
る
学
生
を
、
輝
き
を
放
つ
グ
ロ
ー

バ
ル
人
財
へ
と
成
長
さ
せ
る
教
育
を
実
践
し
、
日
本
社
会
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
牽
引
す
る
人
財
へ
と
育
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
も
、
学
生
が
社
会
に

対
す
る
興
味・

関
心
を
さ
ら
に
広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
自
己

の
能
力
開
発
意
欲
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
学
生
に
と
っ
て
価
値
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
継
続
的
な
支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

US南カリフォルニア大学でのセッション
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１　
は
じ
め
に

　

本
タ
イ
ト
ル
は
、
早
稲
田
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
が
提
供
し
て
い
る
「
単
位
を
付
与
し
な
い
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
正
課
外
教
育
）」
の
学
生
周
知
文
の
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。

　
『
Ｍ
Ｖ
Ｐ（M

y V
ision Program

）の
講
座
を
受
講
し
て
、Ｍ
Ｖ

Ｐ（M
ore V

aluable Person

：よ
り
価
値
の
あ
る
人
）に
な
ろ
う
！
』

２�　
「
卒
業
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
」か
ら�

「
Ｍ
ｙ 

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」へ

　

社
会
に
お
い
て
、
大
学
卒
業
時
の
い
わ
ゆ
る
「
学
士
力
」
が
問

題
視
さ
れ
、
卒
業
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
育

成
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
早
稲
田
大
学
オ
ー
プ
ン
教

育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
卒
業
後
に
希
望
す
る
進
路
で
社
会
人
と
し
て

求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
ス
キ
ル
や
能
力
を
磨
く
、
単
位
を
付
与
し

な
い
講
座
（
有
料
）
を
開
講
す
る
「
卒
業
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

２
０
１
０
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
３
年
に
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
を
発
展
的

に
改
組
し
て
設
置
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
Ｇ
Ｅ
Ｃ
）
に
お
い
て
、「
卒
業
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
だ
け

で
は
高
学
年
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
準
備
と
い
う
言
葉
も
積
極
性

に
欠
け
る
こ
と
か
ら
、
在
学
生
が
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン

を
早
い
時
期
か
ら
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
の
「
Ｍ
ｙ　

 
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」
に
改
め
た
。

　
「
Ｍ
ｙ　

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」
は
、
社
会
の
最

前
線
で
活
躍
す
る
企
業
人
を
講
師
に
迎
え
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

特
集

特
徴
あ
る
正
課
外
教
育
で
学
生
を
教
育
す
る

Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
講
座
を
受
講
し
て
、Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
な
ろ
う
！

田
中 

愛
治
●
早
稲
田
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

菊
池 

彰
徳
●
早
稲
田
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
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や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
問
題
解
決
や
論
理
的
思
考
法
、
ロ

ジ
カ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
技
法
を
実
践
的
に
学
ぶ
講
座
や
、

日
本
の
文
化
を
茶
道・

華
道・

日
本
舞
踊
と
い
っ
た
体
験
を
通
じ

て
学
ぶ
講
座
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
中
で
も
活
躍
で
き
る
人

材
と
な
る
た
め
の
能
力
や
、
そ
の
基
盤
と
な
る
教
養
を
身
に
付
け

る
多
彩
な
講
座
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

３�　
「
単
位
を
付
与
し
な
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」�

で
あ
る
理
由

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
正
規
科
目
と
し
て
開
設
せ
ず
、「
単
位
を
与
え

な
い
有
料
講
座
」
と
し
て
展
開
し
て
い
る
理
由
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

① 　

さ
ま
ざ
ま
な
規
定
（
授
業
回
数
、
授
業
時
間
数
な
ど
）
に
縛

ら
れ
ず
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
講
座
運
営
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
各
講
座
の
目
的
に
合
っ
た
教
育
が
可
能
に
な
る
。

② 　
「
義
務
的
な
履
修
」
を
す
る
学
生
が
減
少
す
る
た
め
、
よ
り
質

の
高
い
、
参
加
型
の
教
育
が
で
き
る
。

③ 　

学
生
も
、
登
録
上
限
単
位
数
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、
科

目
登
録
や
成
績
発
表
な
ど
の
手
続
き
に
し
ば
ら
れ
ず
に
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
る
。

④ 　

セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
教
育
活
動
に
お
け
る
、
新
た
な
可
能
性

の
模
索
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

４　
ま
と
め

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
単
位
と
し
て
認
定
さ
れ
な
い
上
に
、
受
講
料

も
１
講
座
に
つ
き
１
万
３
０
０
０
～
２
万
３
０
０
０
円
程
度
を
要

す
る
。
そ
れ
で
も
、
２
０
１
４
年
度
は
前
年
度
よ
り
も
47
人
増
え
、

１
６
８
人
が
受
講
し
た
（
一
部
の
講
座
は
定
員
を
上
回
り
、
抽
選

と
な
っ
た
）。

　

こ
の
よ
う
に
多
様
な
学
生
が
自
主
的
に
集
ま
り
、
学
外
の
講
師

か
ら
通
常
の
授
業
と
は
違
う
こ
と
を
学
べ
る
た
め
に
、
学
生
の
満

足
度
は
高
く
、
以
下
の
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
る
。

・
 「

課
題
の
見
つ
け
方
な
ど
、
こ
の
授
業
で
培
っ
た
力
を
将
来
に

生
か
し
た
い
」

・
 「

い
ろ
い
ろ
な
学
部
の
人
と
議
論
が
で
き
て
、
新
鮮
だ
っ
た
」

・
 「〝

何
か
少
し
で
も
自
分
の
中
に
変
化
を
も
た
ら
す
〟
と
い
う

こ
と
を
目
標
に
受
講
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
達
成
で
き
ま
し
た
」

・
 「

講
座
の
内
容
や
実
際
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
提
案
す
る
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
非
常
に
や
り
が
い
や
学
び
が
い
が
あ
っ
た
。」

　

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
正
課
の
授
業
に
加
え
て
、
意
欲
あ
る
学

生
の
力
を
さ
ら
に
伸
ば
す
場
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
教
育
効
果
が

よ
り
高
ま
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
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